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0
年
代
主
中
心
と

L
τ
、
ド
イ
ツ
に
診
け
る
ツ
ン
フ
ト
遺
制
と
も
呼
び
う
ぺ
き
も
の
を
か
え
り
み
た
の
で
あ
る
が
、
い
う
ま

で
も
友
く
、
組
じ
て
産
業
革
命
の
進
行
、
手
工
業
的
な
小
経
替
か
ら
中
・
犬
経
営
へ
の
瑳
展
に
と
も
な
っ
て
、
エ
業
生
産
の
主
導
樺
は
資
本
を

以
上
、

も
っ
た
企
業
試
あ
る
い
は
舎
祉
の
手
中
に
握
ら
れ
る
o
新
し
い
機
械
の
護
明
、
生
産
方
法
白
費
革
は
、
熟
練
せ
る
職
人
の
努
働
力
を
必
要
と
す

る
生
産
工
程
の
領
域
を
弐
第
に
狭
め
、
機
械
化
さ
れ
た
多
く
の
業
揮
で
は
、
低
賃
銀
の
不
熟
練
労
働
者
が
使
用
さ
れ
て
く
る
。
犬
、
き
な
機
械
を

必
要
と
し
守
多
く
の
資
本
主
要
ず
る
業
種
は
、
小
経
替
に
と
っ

τ不
可
能
と
な
る
。
古
い
手
工
業
的
製
品
は
、
機
械
を
用
い
℃
造
ら
れ
る
新
し

い
製
品
に
よ
っ
て
麗
起
さ
れ
、
小
経
営
は
中
・
大
経
営
と
太
刀
打
ち
で
き
す
、
猫
立
の
小
親
方
。
犬
部
分
は
、
職
人
と
同
じ
く
産
業
的
隷
爆
者

の
地
位
に
轄
落
し
、
わ
・
ず
か
に
一
部
の
も
の
が
商
人
あ
る
い
は
中
＠
大
経
轡
者
へ
と
上
昇
す
る
。
親
方
と
職
人
と
の
古
い
関
係
で
は
友
く
し

て
、
企
業
家
と
努
働
者
と
の
関
係
官
支
盟
的
と
な
り
、
労
働
力
の
極
度
の
利
用
、
分
業
主
義
O
徹
底
、
ー
不
熟
練
工
の
採
用
な
E
に
と
も
な
っ

て
、
熟
練
附
労
働
者
は
失
業
の
増
大
と
賃
銀
の
浮
動
・
下
降
現
象
と
に
結
え
歩
脅
か
さ
れ
る
。
十
九
世
紐
ド
イ
ツ
に
判
掛
け
る
職
人
共
済
の
諸
種
。

金
庫
制
は
、
一
…
業
革
命
期
に
入
っ
た
す
べ
て
D
園
に
共
通
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
に
生
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
‘
こ

の
金
庫
制
が
ド
イ
ツ
に
な
い
℃
い
ち
じ
る
し
く
護
達
し
え
た
O
は
、
と
の
園
に
治
げ
る
ツ
シ
フ
ト
遺
制
の
根
イ
よ
い
存
績
に
ハ
す
く
な
く
と
も

部
分
的
に
）
負
う
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
乙
の
金
庫
制
こ
そ
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
ツ
Y

フ
ト
遺
制
的
な
諸
組
織
の
表
徴
の
り
ち
に
も
、
な
な
職

一
八
六
0
年
代
の

F
イ
ヅ
努
働
組
合
と
り
ン
フ
ト
遺
制

（下）、

四
五
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0
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代
。
ド
イ
ツ
労
働
組
合
と
ツ
V

7
ト
遺
制

（下）

四
六

人
意
識
の
存
績
を
扶
げ
た
最
も
主
要
注
る
嬰
悶
と
し
て
、

一
八
七

0
年
代
か
ら
一
八
八

0
年
代
に
わ
た
る
努
働
組
合
運
動
に
も
大
き
な
静
響
を

治
よ
ぼ
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

ワ
ル
タ
l
・
ブ
リ
ッ
シ
ュ
は
「
帽
子
工
業
沿
よ
び
フ
且
ル
ト
製
品
工
業
に
従
事
せ
る
男
女
勢
働
者
持
済
組
合
」
と
題
す
る
論
文
二
九
O
二

年
）
で
、
と
う
し
た
共
済
組
合
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
を
職
思
表
し
て
い
る
o
こ
れ
は
帽
子
工
に
沿
け
る
ツ
Y

フ
ト
遺
制
と
間
労
働
組
合
と
の
開

係
を
考
え
る
た
め
に
も
参
考
と
な
ろ
酷
刑
多
く
、
ま
た
帽
子
工
は
一
八
六

0
年
代
の
努
働
運
動
史
に
も
た
び
た
び
注
意
さ
れ
る
第
働
者
で
あ
る

か
ち
、
こ
こ
に
や
k
詳
し
く
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
所
誠
一
乞
か
え
り
み
る
こ
と
に
す
る

Q

フ
リ
ッ
シ
品
に
よ
る
と
1
1
1帽
子
工
組
織
化
の
機
運
は
、
こ

の
職
揖
に
従
事
ナ
る
も
ο
D
経
済
戒
態
。
悪
化
に
と
も
な
っ
て
、
強
固
な
圏
結
に
よ
る
そ
う
し
た
悪
化
阻
止
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
高
ま
っ
て
き
た
。

よ
っ
て
間
労
働
者
の
あ
い
だ
に
呼
び
沿
こ
さ
れ
た
階
級
意
識
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
よ
っ
て
勢
働
運
動
が
起
っ
て
く
る
が
、
と
の
一
運
動
は
、
さ
し

一
八
六

0
年
代
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
枇
合
主
義
的
な
宣
体
、
マ
ル
ク
ス
や
一
フ
ッ
サ
l
ル
訟
よ
び
そ
（
ソ
後
構
者
た
ち
に

あ
た
り
純
政
冷
的
な
色
彩
の
も
の
で
あ
っ
た

Q

と
う
し
た
純
政
治
的
運
動
よ
り
も
さ
ら
に
一
段
と
落
ち
つ
い
た
謙
一
展
は
、
た
だ
、
あ
た
か
も
営

時
ま
だ
小
手
ヱ
業
か
ら
大
経
管
へ
の
捗
行
過
程
に
あ
っ
た
業
種
に
沿
い
て
の
み
、
可
能
？
あ
っ
た
。
け
だ
し
、
こ
れ
ら
白
業
種
で
は
、
ず
で
に

イ
ヌ
シ
グ
時
代
の
職
人
組
合
に
さ
か
の
ぼ
る
金
庫
制
と
綾
い
組
織
と
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ハ
Z
ロ
円
宮
会
出
。
2
2吋
σOHM－内出。

吉
守
口
R
N
E内

ogロロ。の｝岡山
HHHCOぴ
q
m
m
H］ぬぐ
0
5
自
己
ロ
yhwzaa君。『｝内
B
E
C
5
8
σ
ぬけ寸向島

dg司
自
己
ロ
仏
喝
。
叩
円
ゲ
。
HM
江
口
ゆ

mwC時門出。

。
2
0ロ
oロ
40吾川仲良凶
mwA凶q
H出口口口ぬ叫
NOM叶

Ng門同日の｝内ぬめげ伶
HM仏
内
向
関
山
叩
閉
め
口
当
一
2
0ロ
ロ
ロ
仏

O日D
O
Z
2
0円ぬ釦
HM四回釦昨日。ロ

u
g
Eロ
門
戸
当
hH円
。
E
O

円ロ何回目ぬ命円。開口付項目の｝内命日ロコぬ

5
9尚一日目。
HH
ロロ門凶
Cmw
一
口
付
ぴ
問
・
）
帽
子
工
は
、
六

0
年
代
の
は
じ
め
に
沿
い
て
、
ま
さ
し
く
と
の
猷
態
に
あ
っ
た
。

か
れ
ら
も
、
や
は
り
営
時
白
労
働
運
動
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
の
館
地
が
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
か
れ
ら
は
そ
の
職
種
に
ま
だ
存
在

し
て
い
た
地
方
的
ブ
ル
ー
グ
l
シ
ャ
フ
ト
（
職
人
組
合
）

円、

ow白日一
U

門戸仏ぬ門出。
HM印片
品
リ

に
よ
っ
て
、

一
つ
の
組
織
を
も
っ
て
い
た
。

と
の
組
織

は
、
遍
睦
扶
助
制
（
唱
さ
門
凶
0
2
E
0
3
E仲
良
ロ
恐
喝
2
2
v

－
第
働
紹
介
ハ
乙
れ
は
全
く
貧
弱
な
程
度
に
す
ぎ
な
い
が
）

必
よ
ぴ
疾
病
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挟
助
を
規
制
し
て
い
た
Q

た
と
え
ば
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
ア
九

0
年
代
に
、
帽
子
エ
ゲ
ゼ
レ
シ
シ
ャ
フ
ト
（
職
人
組
合
）

河口昨
H

吋炉開戸の何回巾円向。出命日目。ロ・

曲
。
宮
内
門
が
あ
っ
て
、
こ
の
組
合
は
一
つ
の
死
亡
・
疾
病
・
共
済
金
庫
守
山
口

o
p
a
g－
－
閑
話
口
広
ザ
ロ
ロ
門
凶

c
a
q出門皆
N
C
ロ
ぬ
出
｝
内
向
日
目
与
を
も
っ

て
い
た
。
職
人
（
グ
ゼ
レ
の
2
0口O
）

は
こ
の
金
庫
に
毎
月
五
ジ
ル
パ

i
グ
ロ
シ
ェ
ン
を
蹄
込
む
。
病
気
に
な
る
と
、

治
療
な
よ
び
襲
を
含
め

て
一
週
間
二
二
弘
ジ
ル
バ
l
グ
ロ
シ
エ
ン
乞
金
庫
か
ら
受
け
と
る
。
遍
躍
す
る
職
人
は
、
親
方
金
庫

ー
グ
ロ
シ
ェ
シ
と
、
職
入
金
庫
（
の
ω山
中
］
芯
口
付
盟
国
O
V

か
ら
三
拍
ジ
ル
バ

l
グ
ロ
シ
ェ
ン
を
嗣
儀
（
の
2
のF
0
3
5
と
し
℃
受
け
と
っ
た
口
霊
視
方

（pq［

mw
伊国
4
M
M

吋封印抽出。ゾ

か
ら
コ
一
弘
ジ
ル
パ

（
？
イ
ス
タ

1
）
は
親
方
金
庫
に
四
や
季
毎
に
一
五
ジ
ル
パ
l
グ
ロ
シ
ェ
ン
を
蹴
込
む
。
職
人
た
ち
は
、
金
庫
と
へ
ル
ベ
ル
ゲ
と
D
事
項

（
間
宮
窓
口

s
Z
Z
同
時
宮
高
崎
山
口
哲
円
。
ぬ
ゆ
ロ

vasg
を
逼
理
す
る
た
め
に
、
規
則
的
に
集
曾
を
開
き
、

な
な
そ
の
ほ
か
に
、

い
わ
ゆ
る
季
舎

（
0
5
2色）
b
L
開
催
し
た
。
こ
う
し
た
組
織
は
、
殺
し
い
同
労
組
運
動
の
出
殻
賠

2
2
k
r
g宮
口
MH告
ロ
巳
肉
汁
ロ
色
常
習
当
時
宮
島
mw
岳山の
HMA凶『

回

042m一
広
口
ち
と
な
り
え
た
。
さ
ら
に
、
地
方
的
プ
ル

I
ダ
i
シ
ャ
フ
ト
の
成
員
は
「
ド
イ
ツ
帽
子
エ
グ
ゼ
レ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
職
人
組
合
〉
」

ロ
E
窓
口
町
伶
河
口
内
ヨ
ωの
FO「
向
。
窓
口

g田
口
町
山
町
内
に
所
属
し
、
そ
の
所
属
を
一
不
す
身
分
謹
明
書
ハ
円
。
也
氏
H
H
M
h
w

昨日。
D
回目内向吋件。〉

を
も
っ
て
い
た
ρ

と
の

？
に
」

詮
明
警
は
、
逼
塵
の
嗣
儀
を
請
求
す
る
と
き
に
、
そ
の
職
人
が
「
本
来
の
慣
行
で
は
唱
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ツ
シ
フ
ト
的
き
ま
り
文
句
を
唱
え

ハ
え
え
叶
円
凶
器
国
仏
mw
吋
の
虫
色

oszoDNA
－HM吉川州自
ω円M
3
0
討
す
3
ω
E
2
項目。

g
ロ可申匂『円吉岡
H
R
F
2
3
0
ぬ⑦
4
5
∞3
4
弓
NH
吋
）
、
へ

ル
ベ
ル
グ
で
の
謹
明
書
の
役
も
し
て
く
れ
る

Q

「
附
労
働
組
合
の
設
立
は
、
と
れ
ら
の
地
方
的
プ
ル

I
グ
I
シ
ャ
フ
ト
が
集
中
す
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
集
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
要
因
が
刺
識
を
奥
え
て
い
る
o」
ハ
ロ

R
5
門凶器研門回目

2
0
F
O』

8
5
2仏
母
国
岳
民
円
。
ロ

宮
0
5
8宮内凶
g
k
μ
S
E
E－）

曲目。
v
c
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々
と
山
凶
問
。
『
窓
口

l
仏0
2
ロ
o
－DmwD仏
O円
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叫
由
民
弘
山
ゅ
の
門
口
門
戸
仏
ロ
ロ
ぬ
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2
2円
WRHg吟
口
問
。
伊
丹

modqgOz－－
m
ω
σ
3
4
3門
的
岳
山
色
。
口
。

一
八
六
六
年
の
印
刷
附
労
働
組
合
（
∞

E
E
E
n
W
0
2
0円
U
S仏）

の
設
立
が
強
い
刺
撤
を
な
よ
ぼ
し
た
こ
と
は
確

か
だ
が
、
他
方
ま
た
「
ド
イ
ツ
製
帽
中
央
献
労
働
組
合
」
ハ

C
S守
色
5
2吉
弘

0
5
2
F
2
同
5
5告
げ
号

一
八
七
一
年
七
月
一
六
日
結
成
）
の
機

関
紙
「
ド
イ
ツ
製
絹
工
通
信
」

（向。司
2
4
0
D門凶
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昨
品
。
一
叫
の
7
2
出
足

5
2
3
2）
の
初
期
の
も
の
が
立
謹
し
て
い
る
よ
う
に
、
枇
舎
民
主
主
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ド
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ツ
努
働
組
合
と
ヴ
シ
フ
ト
遺
制

（下）

四
七

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



一
八
六
0
年
代
。
ド
イ
ツ
勢
働
組
合
と
ツ
V
フ
ト
遺
制

門下〉

四
/¥ 

義
の
敷
設
の
深
い
影
響
も
否
ま
れ
な
い
。
帽
子
工
O
あ
い
だ
に
組
織
化
の
計
養
刑
最
初
に
静
び
上
っ
た
の
は
一
八
六
八
年
で
あ
っ
て
、
と
り
と

主
は
六

0
年
代
に
治
け
る
枇
曾
民
主
主
義
的
な
諸
組
織
と
O
確
固
た
る
蓮
闘
の
存
在
を
一
示
す
よ
う
に
恩
わ
れ
る
が
、
し
か
し
史
料
的
に
は
そ
う

し
た
蓮
闘
の
立
謹
は
で
き
な
い
。
賞
際
、
帽
子
工
を
一
つ
白
中
央
勢
働
組
合
に
ま
と
め
上
げ
よ
う
と
す
る
考
え
は
、
帽
子
工
に
は
縁
遠
い
も
D

で
は
・
な
か
っ
た
D
で
あ
っ
て
、

（
00司
の

E
g
g－
a
z
出
口
昨
日
仰
の
げ
雪
山
口
色
白

g
c
o
E
E
－40
2
z
g
g
E
S
O
S昆
g
g
p
g
m
一ω
毘
『

品
目
。
出
口
Z
H向
島
。
『
口
問
。
Z
貯
門
口
い
ほ
ん
の
わ
歩
か
の
刺
激
さ
え
あ
れ
ば
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
約
五

O
の
地
方
的
プ
ル

I
ダ
l
シ
＋
フ
ト
を

ま
と
め
よ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
う
る
情
勢
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
し
い
一
組
織
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
D
で
は
な
く
、

組
織
を
更
新
さ
え
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

2
0口。円
m
M
H
P
日目白民
O
ロ伊おロ仏命日ロ－
v

た
。
と
う
し
た
人
々
は
、
中
央
化
の
必
要
を
す
ぐ
に
は
承
認
し
・
な
か
っ
た
。
或
る
も
の
は
、
地
方
的
プ
ル
l
グ
I
シ
ャ
フ
ト
を
中
央
の
指
導
陀

従
属
さ
せ
て
猫
立
性
を
失
え
ば
．
充
置
し
た
金
庫
D
も
つ
利
鞘
を
喪
失
す
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
指
導
的
立
場
を
無
く
す
の
で

は
た
い
か
、
と
憂
慮
し
た
o

b
－
－
の
の
ち
、
中
央
鍔
働
組
合
設
立
の
準
備
は
バ
濁
悌
輸
出
ず
の
た
め
に
中
断
さ
れ
、
戦
後
に
は
じ
め
て
計
議
の
賞
現

を
見
た
｜
！
と
フ

F
ヅ
シ
ュ
は
述
べ
て
い
る

o
E

と
う
し
た
フ

p
ッ
シ
ュ

D
見
解
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
批
判
の
蝕
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
o
主
り
わ
け
、
フ

P
ッ
シ
ュ
が
地
方
的

も
ち
ろ
ん
営
初
は
、 （

問
的
目
。
HHZ
曲目。
H
H
E
R
口問。伊丹

g
u
o
z
o
ロ
Oロ
。
。
吋
ぬ
ω丘団即時目。
g
uロ
司
ロ
B
o
z
o

こ
の
計
妻
。
賢
現
に
た
い
し
て
‘
帽
子
工
の
あ
い
だ
に
少
な
か
ら
ね
反
艶
者
が
あ
っ

プ
ル
l
グ
1
シ
ャ
フ
ト
D
存
在
意
義
を
過
大
評
慣
し
て
、
中
央
勢
働
組
合
と
地
方
的
プ
ル

1
ダ
I
V
ャ
フ
ト
と
D
あ
い
だ
に
横
た
わ
る
本
質
的

な
相
遣
を
等
関
繭
し
て
い
る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
れ
自
身
が
茸
聞
い
℃
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
方
的
プ
ル
l
ダ
I

シ
ャ
フ
ト
は
、
ま
だ
ツ
シ
フ
ト
的
に
親
方
と
白
密
接
な
協
力
闘
係
に
あ
っ
て
、
一
遍
歴
す
る
職
人
へ
の
蹴
儀
は
親
方
金
庫
と
職
人
金
庫
と
か
ら
同

額
づ
っ
支
掛
わ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
近
代
的
努
働
運
動
の
理
念
に
も
と
づ
く
勢
働
組
合
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
親
方
と
職
人
と
の
協
カ

関
係
は
全
く
否
定
さ
れ
る
。
と
り
よ
う
な
本
質
的
相
違
を
フ

p
y
シ
ュ
が
軽
闘
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
手
落
ち
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
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し
な
が
ら
、

一
八
六

0
年
代
に
お
い
℃
政
治
的
運
動
に
刺
激
さ
れ
つ
つ
も
．

一
段
と
落
ち
ハ

J

い
た
地
味
な
附
労
働
組
合
運
動
が
展
開
さ
れ
え
た
の

は
、
ィ
ヌ
ン
グ
時
代
の
職
人
組
合
。
傍
統
を
つ
ぐ
綾
い
組
織
と
金
属
制
を
も
っ
業
種
に
な
い
て
で
あ
り
、
そ
う
し
た
業
種
に
こ
の
よ
う
な
組
織

と
金
庫
制
が
存
在
し
え
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
業
揚
が
営
時
ま
だ
小
手
工
業
か
ら
大
経
晶
画
へ
の
移
行
過
躍
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
す
る
フ
リ

ッ
シ
ュ

O
見
解
は
、
ひ
る
く
一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
M
労
働
組
合
と
ツ
シ
フ
ト
遺
制
と
の
関
係
を
か
え
り
み
て
、
首
肯
さ
れ
う
る
と
こ
る
で
る

ろ
う
。な

な
フ

F
ッ
シ
ュ
は
一
八
七

0
年
代
の
ド
イ
ツ
帽
子
工
運
動
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
本
稿
で
私
は
一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
附
労
働
組
合

結
成
事
情
と
ツ

γ
フ
ト
遺
制
と
の
関
係
の
考
察
を
主
た
る
課
題
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
勢
働
組
合
結
成
の
事
情
が
そ
の
の
ち
の
ド
イ
ツ
労
働
組

一
八
七

0
年
代
の
ド
イ
ツ
帽
子
工
運
動
に
つ
い
て

合
。
護
展
方
向
に
た
い
し
て
沿
よ
ぼ
し
た
影
響
ど
も
併
せ
考
え
た
い
と
思
ジ
て
い
る
の
で
、

。
フ
リ
ッ
シ
ユ
乃
見
解
を
こ
こ
で
か
え
り
み
て
訟
く
と
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
る
と

l
i
一
八
七
二
平
七
月
一
六
日
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
ご
二

地
域
か
ら
選
ば
れ
た
三
二
名
白
代
議
員
に
よ
っ
て
「
ド
イ
ツ
接
結
中
央
労
働
組
合
」
O
結
成
が
決
議
さ
れ
、
組
合
規
約
も
採
持
さ
れ
た
夕
、
と
。

的
プ
ル
l
ダ
I
シ
ャ
フ
ト
O
と
き
巴
賀
行
さ
れ
て
い
た
も
O
だ
け
で
あ
る
。

中
央
附
労
働
組
合
の
設
立
者
た
ち
は
営
初
い
ろ
ん
な
仕
事
を
計
蓄
し
て
い
た
け
れ
と
も
、
比
較
的
正
確
に
明
文
化
さ
れ
た
仕
事
は
、
す
で
に
地
方

「
失
業
」
と
題
す
る
一
節
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
規
定
が
入
っ
て
い

て
、
中
央
附
労
働
組
合
つ
規
約
に
合
一
致
す
る
ス
ト
に
た
い
し
て
は
第
一
週
に
四
グ

1
レ
ル
の
援
助
が
確
保
さ
れ
、
そ
白
あ
と
は
一
日
に
つ
き
一
七

%
ジ
ル
パ

1
グ
ロ
シ
ェ
ン
を
興
え
る
と
と
に
た
っ
て
い
る
。

「
遍
睦
挟
助
」
と
い
う
一
一
部
に
は
、

一
般
的
規
定
だ
け
し
か
な
い
が
、
し
か
し
．

地
方
的
プ
ル

I
グ
l
シ
ャ
フ
ト
の
と
き
に
取
扱
か
れ
た
よ
う
な
扶
助
観
む
規
制
は
．
こ
れ
を
支
部
に
一
任
し
て
い
る
。
ま
た
古
い
慣
行
に
従
ジ

て
、
旅
行
す
る
組
合
員
に
扶
助
乞
輿
え
る
際
に
は
、
仕
事
口
も
紹
介
し
て
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

D
場
合
に
比
べ
る
と
、
疾
病
扶

助
は
一
段
と
明
瞭
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
最
初
白
宇
年
間
は
一
週
に
つ
き
一
一
一
グ

I
レ
ル
、
つ
ぎ
の
宇
年
間
は
週
ニ
タ

I
レ
ル
が
支

給
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
扶
助
は
中
央
附
労
働
組
合
の
穂
評
議
曾
ハ
の

3
0
5守
主
）

O
決
定
に
委
さ
れ
て
い
る
。
な
給
、
扶
助
右
受
げ
る
病
人
の
態

一
八
六
0
年
代
の
V
イ
ヲ
枇
労
働
組
合
と
ツ

ν
フ
ト
遺
制

（

下

）

四
ブb

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



一円

年
代
の
ド
イ
ツ
枇
労
働
組
合
と
ツ
シ
フ
ト
建
制

〈下）

コエ。

度
に
ハ
J

い
て
守
弘
、
扶
助
制
。
乱
用
を
防
ぐ
た
め
に
詳
し
い
規
定
が
あ
る
。
扶
助
金
を
受
け
と
る
と
き
の
詮
明
書
と
し
て
受
取
幌
ハ
心
丘
え
ロ
ロ
宮
E

E
H
n
p
が
必
戒
で
、

ζ

れ
は
毎
週
、
朱
で
標
題
記
入
〈
河
口
σ
ュ5
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
扶
助
金
を
給
付
す
る
と
き
に
支
部
の
委
員
（
国
凶
巳
・

J

v

、
こ
乃
標
題
記
入
に
捺
印
す
る
。
こ
う
し
て
、
す
で
に
支
掛
っ
た
扶
助
金
と
米
拙
い
の
分
と
に
た
い
す
ろ
監
踊
が
行
き
と
芝

ぐ
。
円
2
m
H戸
川
一
品
〉

く
よ
う
に
仕
切
唱
し
？
あ
る
。
さ
ら
に
、
勤
務
不
時
者
扶
助
（
同
口
語
以
門
H
S
Z
D件。

3
5吋

N
g
m
v
も
考
慮
さ
れ
て
い

τ、
毎
週
三
タ
l
レ
ル
が
支
給

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
給
付
停
止
期
ハ
肉
お
耳
目
NNO即
時
）
は
明
記
さ
れ
や
J

、
理
に
一
八
七
三
年
一
月
一
日
よ
り
中
央
努
働
組
合
は
、
勤
務
不
能
者
と

な
っ
た
組
合
員
に
た
い
し
、
金
庫
事
情
の
許
す
場
合
に
勤
務
不
能
者
扶
助
を
興
え
る
で
あ
る
う
、
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
規
約
に
は
、
な
－
b

埋
葬
金
窃
（
∞

川伊…）吋
d

山
島
知
叫
目
。
）
に
つ
い
て
の
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
死
亡
の
場
合
に
埋
葬
費
と
し
て
一
五
タ
l
レ
ル
が
支

給
さ
れ
る
0

4

て

O
ほ
か
、
付
則
。
部
に
は
新
総
A
円
員
の
受
入
れ
方
、
沿
よ
び
こ
の
中
央
嬰
働
組
合
に
沿
い
て
古
い
職
人
噴
管
官
日
付
め
の
虫
色
目
。
ロ
E

一す叶
mH広
戸
川
ぴ
め
d

の
け
山
一
持
さ
れ
る
こ
と
、

な
ど
が
記
さ
れ
℃
い
る
。

と
り
わ
け
、
組
合
員
資
格
の
問
題
の
取
扱
い
方
恨
注
目
に
値
す
る
。

中
央
労

働
組
合
の
凡
（
立
は
払
地
八
万
的
ブ
ル
ー
グ
l
y
ャ
フ
ト
か
ら
穫
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
新
勢
組
の
設
立
者
た
ち
は
、
さ
し
あ
た
り
欝
ブ
ル

ー
ダ
l
シ
ャ
フ
ト
バ
成
員
た
げ
乞
念
頭
に
置
い
て
い
る
o
そ
れ
ゆ
え
、
か
つ
て
、
た
だ
熟
練
悩
子
工
だ
け
が
職
人
組
合
（
の

2
え
窓
口
百

E
片付ゆる

弘
石
工
ぴ
－
ド
イ
ツ
帽
子
工
日
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
職
人
組
合
）
」

2
U
H
V
2
2の
ro
同
5
5
ω
0
3
0門
的
富
島
国
岳
民
昨
）
に
所
属
し
え
た
と
問
様
に
、

今
度
も
、
た
だ
当
特
職
を
修
業
し
た
者
だ
け
が
組
合
員
た
る
資
格
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
加
入
金
は
五
タ
l
レ
ル
、
掛
金
は
週
五

O
ベ

一
一
ッ
ヒ
と
し
、

一レ仇
a

後

K
は
六

O
ペ
一
一
吋
ノ
ヒ
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
高
額
の
掛
金
は
、
修
業
を
経
た
帽
子
工
で
比
比
較
的
高
賃
銀

の
取
得
者
だ
け
し
か
納
付
し
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
と
う
し
て
、
修
業
し
て
い
な
い
不
熟
練
帽
子
ヱ
は
嫡
出
さ
れ
て
い
る
が
、
修
業
し
た
帽
子

ヱ
な
ら
誰
で
も
直
ち
に
完
全
な
組
合
員
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
と
い
え
ば
、
以
前
の
「
ド
イ
ツ
帽
子
工
刊
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
に
所
属
し
て
い
た
こ

と
を
カ
ル
テ
で
立
謹
で
き
る
者
だ
け
に
践
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
白
設
明
の
で
き
な
い
者
は
．
組
合
に
加
入
し
て
も
最
初
。
六
ヶ
月

問
は
、
病
気
の
場
合
に
疾
病
扶
助
を
受
げ
ら
れ
歩
、
つ
ぎ
の
六
ヶ
月
聞
は
規
定
の
扶
助
額
の
%
な
受
け
、
組
合
加
入
後
プ
グ
年
b
L
経
℃
は
じ
め
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て
．
規
定
通
り
D
扶
助
を
給
付
さ
れ
る
Q

新
加
入
者
に
こ
う
し
た
特
別
扱
い
を
定
め
た
の
は
、
な
そ
ら
く
、
い
わ
ゆ
る
「
疋
規
」
の
帽
子
工
。

ツ
ン
フ
ト
的
誇
り
に
よ
る
も
白
で
は
決
し
て
な
く
、
む
し
ろ
奮
プ
ル
l
ダ
l
シ
ャ
フ
ト
の
金
庫
が
、
モ
白
夜
庫
舗
を
も
っ
て
、
そ
の
ま
ま
支
部

金
庫
と
な
っ
た
と
い
う
事
情
に
も
と
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
中
央
労
組
。
設
立
者
た
ち
は
、
片
足
は
欝
ツ
ン
フ
ト
的
グ
ゼ
レ
シ
シ
ャ
フ

ト
ハ
職
人
組
合
〉
に
入
れ
な
が
ら
、
片
足
を
す
で
に
近
代
的
労
働
運
動
白
地
盤
に
入
れ
て
立
っ
て
い
た
こ
と
は
、
疑
い
の
飴
地
が
な
い
。

ハ
問
的
ロ
ロ
件
。
ユ
問
。
ぬ
仲
宗
凶
山
口
。
g
N
d『命日時
OHH
品
目
ゅ
の
円
円
宮
内
庁
門
会
協
の
ゆ
口
付
吋
包
〈
0
2吉
国
国
宮
口
白
ゆ
ロ
日
比
丘
ロ
gHH
明広市山叫

E
a
o
p
お窓口

N円宮崎丹山
moD

。
命
的
。
野
口
回
岳
民

Z
P
日
常
仏
O
E
M昌
弘
司
ロ
凶
の
P
O
D
E片
品
。
日
∞
。
門
凶
作
口
己
2

5
。仏
m
B
O
D
〉
品
。
山
件
。
「
ぴ
σ4司O
ぬロロぬ－
V

と
う
し
た
帽
子
ヱ
の

結
束
に
封
抗
し
て
、

一
八
七
一
年
O
末
す
で
に
ド
イ
ツ
の
製
帽
企
業
家
は
圏
結
し
、
機
関
紙
「
ド
イ
ツ
チ
ェ
・
フ
l
ト
？
？
と
ャ
l
・
ツ
ア
イ

ト
ゥ
ン
グ
」
己
主
な
の
yo
出
55mHのy
q
N
O即
時
広
口
ぬ
を
強
行
し
た
。
マ
セ
白
に
め
、

一
八
七
二
年
一
月
二
口
か
ら
‘
回
二
支
部
、
組
合
員
一
四
六
五

名
を
も
っ
て
中
央
惜
労
働
組
合
が
活
動
－
T
開
始
・
す
る
と
、
こ
の
統
合
は
企
業
家
圏
と
の
困
難
な
闘
争
に
直
面
し
喝
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ず
な

わ
ち
、
製
帽
業
の
特
に
柴
え
た
ウ
ル
ム
、
オ
ッ
フ
ェ
ン
プ
ル
ク
、

ラ
l
ル
〈
戸
即
日
同
）
、
ヶ
l
ル
〈
円
。

E
）
、
グ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、

ハ
I
ナ

ゥ
、
オ
ッ
フ
且
ン
バ
ッ
ハ
、
＝

l
ダ
I
ラ
1
ト
（
Z
問。仏
q
g－a）
、
ホ
シ
プ
ル
ク
（
出
02σ
ロ司ぬ〉、

合
員
に
た
い
す
る
ロ
ッ
ク
・
ア
ワ
ト
が
行
わ
れ
、
組
合
員
は
組
合
股
滋
を
強
い
ら
れ
た
。
一
八
七
三
年
に
は
多
く
白
ス
ト
と
世
ツ
ク
・
ア
ウ
ト

ア
ル
テ
シ
プ
ル
ク
た
ど
で
、
中
央
附
労
働
組

が
行
わ
れ
た
が
、
組
合
は
よ
く
こ
の
睡
迫
に
抵
抗
し
抜
い
た
。
こ
の
よ
う
な
組
合
員
。
強
固
な
結
束
は
、
主
と
し
て
、
プ
ル

1
ダ
l
シ
ャ
フ
ト

に
な
い
で
養
わ
れ
℃
い
た
共
麗
感
に
よ
る
も
の
と
考
え
で
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（：
2
m
g
名門山内山口仙の

Z
貯
z
n
o
v
o
p
喝
。
ロ
ロ

2
5

a
g
g
p件。

N
g
S
5
5
0
D
V
m
E出
町
内
包
℃
グ
管
区
間
各
〕
O
P
B
U
N
g
ω
E
E
E
m
o
v
c円
釘
宮
町
長
。
E
E
N
E
C
F「巳
C
C
4
2
H
c
v
g
宮
内
庁
口
出
円
Z
’

色。ト円曲。
vmw同
Z
ロ
ぬ
。
。
出
荷
件
当
。
三
⑦
3
4
5円
・
）
毛
の
ほ
か
、
帽
子
工
の
古
く
か
ら
白
闘
際
的
闘
係
も
、
こ
の
際
も

O
K
一
去
っ
て
い
る
。
ヅ
レ
ス
プ

ル
ク
ハ
句
『
⑦
曲
目

σロ『ぬ
V

、
ボ
l
ツ
エ
シ
（
図
。
N
め
ロ
〉
、
プ
リ
ュ
ン
ハ
回
円
以
ロ
ロ
）
、
プ
ダ
ペ
ス
ト
、
グ
ラ

I
ッ、

ピ
ル
ゼ
ン
、

ク
リ
ス
一
ア
ィ
ア
ナ

そ
の
他
の
園
外
都
市
か
ら
、
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
を
受
け
た
人
々
へ
白
扶
助
金
が
港
ら
れ
た
。
企
業
家
も
、
附
労
働
者
と
ひ
と
し
く
、
と
り
闘
争
で

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ヴ
崎
労
働
組
合
主
ヅ
シ
フ
ト
遺
制

（下）

ヨ五
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一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ヴ
慨
労
働
組
合
主
ヅ
シ
フ
ト
遺
制

〈下
V

ヨ五

犬
き
た
損
失
を
受
け
た
の
ち
．
・
次
第
に
譲
歩
し
、
ー
中
央
勢
働
組
合
員
は
‘
大
部
分
。
工
場
で
ふ
た
た
び
採
用
さ
れ
た
。
た
だ
組
合
本
部
の
所
在

地
で
あ
っ
た
オ
ッ
ブ
品
シ
パ
ッ
ハ
だ
け
は
組
合
員
。
復
職
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

ハ
も
っ
と
も
、
本
部
は
一
八
七
二
年
す
で
に
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ

に
移
っ
て
い
る
o
v
と
の
最
初
の
危
機
を
克
服
し
た
の
ち
、
つ
ぎ
白
諸
年
聞
に
中
央
持
働
組
合
は
落
ち
つ
い
た
護
展
を
と
げ
る
と
＆
が
で
き
た

が
、
プ
ラ
ウ
ン

γ
ュ
グ
ア
イ
ク
と
ハ

Y
プ
ル
ク

H
ア
ル
ト
ナ
の
地
方
的
プ
ル

1
ダ
l
シ
ャ
フ
ト
だ
け
は
嘗
初
乙
の
中
央
附
労
働
組
合
に
加
入
せ

歩
、
か
な
り
長
い
交
渉
を
経
て
、
の
ち
に
漸
く
参
加
し
た

l
iと
フ

p
ッ
シ
ュ
は
述
べ
て
い
る
。
意

帽
子
エ
の
勢
働
組
合
運
動
に
お
い
て
職
人
組
合
の
停
統
と
金
庫
制
D
存
積
と
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
、
上
記
フ

H
ヴ
シ
ュ
の
研
究

に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
鍛
冶
工
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
ェ
ミ

1
ル
・
パ
ス
ナ
I
は
「
ド
イ
ツ
鍛
治
工
運
動
史
」
（
一
九
一
一
一
年
刊
）
の

な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
ー
ー
ド
イ
ツ
で
は
、
十
九
世
結
の
警
察
園
家
が
地
域
的
な
グ
ゼ
レ
シ
シ
ャ
フ
ト
（
職
人
組
合
）
に
た

いr

ず
る
闘
争
を
開
始
し
た
と
き
、
一
一
ツ
む
も
の
が
残
ジ
た
。
職
人
共
済
金
庫

n
C
2
0ロ
B
ロロ
2
2
S
Rロ
ロ
ぬ
岳
山
回
目
。
〉

が
そ
れ
で
あ
る
。
ッ
ン

フ
ト
の
組
合
思
想
（
仏
ゆ
円
。
『
m
m
H
H
U
m
gユ
お
v
o
e
C白
色
白

HMW命
仏
O
H
N
ロ足時）

は
、
い
わ
ば
最
後
O
要
塞
と
し
て
こ
の
金
庫
D
な
か
へ
逃
げ
と
ん

だ
白
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
げ
一
一
麿
強
く
こ
の
金
庫
に
古
い
慣
行
が
侍
り
か
か
る
こ
と
に
な
ソ
た
。
奮
時
代
白
組
合
思
想
ほ
こ
ζ

か
ら
新
時
代
に

倖
わ
っ
た
。

一
八
五
七
年
の
商
業
大
恐
慌
の
の
ち
、

ド
イ
ツ
で
最
初
の
近
代
的
蹴
労
働
闘
争
が
始
ま
っ
た
と
き
、
そ
れ
ら
の
闘
争
は
ツ
V
F

フ
ト
時

代
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
な
ら
っ
て
行
わ
れ
た
。
最
初
白
枇
曾
主
義
的
運
動
、
す
な
h
u

ち
ラ
ッ
サ
I
ル
、
主
轟
O
運
動
の
前
景
巴
ツ
ン
フ
ト
職
人

ハN
g足
首
2
0出
。
ろ
が
立
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
ツ
ン
フ
ト
的
な
権
利
と
労
働
慣
習
（
N

ロ
ロ
詰
ぬ
o
m
R
F
Z
Zロ門凶吉－
ua2σ
『M
E
C
H
H
O
）
を

一
八
六
九
年
六
月
二
一
日
、
ベ
ル
り
ン
の
鍛
冶
職
人

め
ぐ
る
闘
守
を
行
な
っ
た
の
は
、
ツ
シ
フ
ト
職
人
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
、

ハ
ω各自由。門凶
0

・

問。目。ロ

g）
は
賃
上
げ
と
附
労
働
扶
態
故
善
と
の
た
め
に
、
つ
ぎ
白
よ
う
と
決
議
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
付

朝
・
夕
食
民
そ
れ
ぞ
れ
一
ニ

O

分
、
重
食
に
一
時
間
の
休
息
時
間
乞
置
い
て
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
一

0
時
間
蹴
労
働
と
す
る
こ
と
o
M
H
日
曜
労
働
の
慶
止
。
同
土

曜
の
夕
方
、
仕
事
の
移
っ
た
あ
と
で
賃
銀
を
支
拙
う
こ
と
。
こ
れ
は
営
時
、
名
目
上
は
午
前
五
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
の
労
働
時
間
と
な
っ
て
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い
た
が
、
事
宜
上
は
午
前
四
時
四
五
分
か
ち
、
・
た
い
て
い
午
後
七
時
一
一
一
の
分
ま
で
就
業
し
、
親
方
の
賄
い
で
あ
れ
ば
大
部
分
は
食
後
の
休
息
も

な
く
、
食
事
が
す
む
と
直
ち
に
仕
事
に
か
か
る
。
賄
い
で
な
け
れ
ば
正
午
の
休

r

広
は
普
通
四
五
分
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
白
う
え
、
ほ
と
ん

主
す
べ
て
む
仕
事
場
で
、
日
曜
も
す
く
な
く
と
も
正
午
ま
で
は
就
業
し
た
。
し
か
も
賃
銀
は
四
l
！
七
グ

l
レ
ル
で
、
も
ち
ら
ん
七
夕
i
レ
ル

は
馬
具
親
方
ハ
規
十
々
の
資
格
を
も
っ
附
労
働
者
、
す
な
わ
ち
親
方
職
人
宮
丘
民
需
型
的
め
H
M
O
l
l
小
林
詰
ぜ
だ
け
に
支
鵠
b
れ
る
例
外
的
賃
強
に

す
ぎ
ぬ

Q

と
れ
も
、
七
月
二
八
日
に
は
一

0
時
間
労
働
白
要
求
を
一
一
時
聞
に
延
長
し
て
要
求
し
、
賃
上
げ
D
件
は
撤
回
さ
れ
た
Q

交
渉
は
べ

ル
耳
ン
鍛
冶
エ
の
地
方
努
働
組
合
ハ
0
2当
2
0日
ロ
〉
の
委
員
曾
と
ア
ル
ト
ゲ
ゼ
レ
〈
職
人
組
省
長
老

E
R
S品
。
）
た
る
ハ
ル
ト
コ
ペ
フ
フ
に
委

在
さ
れ
た
。
と
白
と
き
、
イ
ヌ
シ
グ
委
員
ハ
同
ロ
u
g
nぬ
2
0
2誌
日
仏
与
の
或
る
築
曾
で
、
鍛
治
医
イ
ヌ
ン
グ
（
ωの
U
Bな応。山口
MMgpm）
の
オ

i
パ

ー
？
イ
ス
タ
1
・
〈
長
老
。
V
0
5
5
2芯
円
）
叶
職
人
た
ち
の
只
ト
に
ツ
い
て
報
告
し
、
そ
心
解
決
方
法
を
議
し
た
可
t
・
g

・
－
と
パ
ス
ナ
ー
は
詩
ー
ペ
て

h
ゐ白

au

h
u
o
著
者
パ
ス
ナ
ー
は
鍛
冶
ヱ
と
し
て
営
時
の
労
働
運
動
に
挺
身
し
、
み
4
y
か
ら
の
体
験
k
…
諮
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
も
本
警
は
史
料

と
し
て
も
相
官
に
信
頼
し
う
る
も
の
と
忌
彩
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
職
人
共
締
金
庫
が
ツ
ン
フ
ト
的
な
組
合
の
慣
行
を
保
与
し
、
ツ
ン
フ
ト
的
な

組
合
思
想
を
、
ず
く
な
く
と
も
部
分
的
に
鰐
爪
し
た
こ
と
が
一
話
さ
れ
て
い
る
Q

た
だ
し
，
パ
ス
ナ
ー
も
近
代
的
な
努
働
運
動
に
野
カ
し
た
人
k

と
吋
ノ
ン
ブ
ト
職
人
と
の
あ
い
だ
に
棋
に
b
る
釜
山
部
（
を
等
関
臨
し
て
い
る
が
、
か
れ
の
記
越
に
よ
っ
て
、
イ
ヌ
シ
グ
と
地
方
持
働
組
合
と
の
封
立

＠
闘
争
の
容
子
が
推
察
さ
れ
る
の
は
興
味
ふ
か
い
。

鍛
冶
工
は
、
白
ち
に
金
属
附
労
働
組
合
に
加

mm
し
て
産
業
別
の
努
組
を
結
成
す
る
と
と
は
周
知
の
と
訟
り
で
あ
る
が
、
オ
叫
ノ
ト
l
－
ホ
マ
ー
の

「
ド
イ
ツ
金
属
附
労
働
組
合
の
護
混
と
活
動
」

（
一
九
一
ニ
年
刊
v

w
い
よ
る
と
‘
金
属
持
働
者
運
動
の
稜
端
は
一
八
六
八
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
す

な
む
ち
、

一
フ
ッ
サ

l
ル
の
死
後
こ
と
で
も
ご
つ
の
方
向
が
現
れ
た
。
シ
ュ
グ
ア
イ
ツ
ア
ー
の
指
導
下
に
一
八
六
八
年
一
二
月
二
八
日
「
金
ド
イ

的
ノ
金
属
勢
働
組
合
」

（k
r
H］ぬ

2
u－aロ
o
p
c門店
nvo
〕認め時川島
hw
円U
O
M昨
O
門
田
め
げ
町
民
件
〉
が
ハ
ノ
1
フ
ァ
ー
を
本
部
と
し
て
結
成
さ
れ
、
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ

液
で
は
「
閤
際
金
属
弊
働
組
合
」

（同己ぬ円白州
W
叶

M
G
E
H
ゅ
の

2
3円｝内回向。
H
H
O
曲目町ロ凹凸
MM
弘
仲
色
白
宮

2
m］
円
釦
門
ぴ
命
日
時
め
与
が
＝
ュ
ル
シ
ベ
ル
ク
を
本
部

〕
八
六

0
年
代
の
ド
イ
同
yf

輸
労
働
組
合
E

V

Y

7
ト
遺
制

〈下）

五
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一
八
六
0
・
年
代
の
ド
イ
吋
／
持
働
組
合
と
叫
ノ
ン
フ
ト
選
制

（下〉

五
回

と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
後
者
は
そ
白
規
約
に
、
組
合
の
自
的
と
し
て
、

一
、
本
組
合
の
名
春
、
持
紳
的
な
ら
び
に
物
質
的
利
益
を
相
互
に
擁
護

し
合
う
と
L
こ
を
お
げ
、
と
の
目
的
を
注
成
す
る
た
め
に
、
例
現
存
の
強
制
金
庫
（
N
4
5ロ
E
E凶
器
ロ
〉
の
一
段
止
、
自
・
悶
な
る
疾
病
扶
助
・
埋

葬
金
庫

Q
2芯
州
内
円
島
県
。
ロ
ロ
ロ
件
常
国
件
以
件

Ngm白
書
ロ
ロ
仏
問
。
ぬ
円
以
σロ山田宮田叫
O
H
M
M

の
創
設
、
刷
会
園
的
遍
臨
扶
功
金
庫
ハ
⑦
F
P
O
E
H
ぬgHμ
♀

5

5
5
5
5
5
5唱
g
g巴
の
設
置

m
以
下
品
ま
で
あ
る
が
、
省
ぎ
な
と
を
行
う
と
と
を
記
し
て
い
り
%
と
れ
に
よ
っ
て
も
、
や

は
り
金
庫
制
が
訴
し
い
附
労
働
組
合
に
な
い
℃
組
合
員
の
結
束
を
固
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
重
要
続
さ
れ
て
い
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

同畠．． ，、

一
八
七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
か
け
て
も
、
金
俸
制
は
勢
働
組
合
活
動
の
重
要
な
部
商
hz占
め
て
い
た
。
こ
の
こ

E
は、

三
フ
ー
の
「
石
版
印
刷
工
治
よ
び
類
似
職
識
の
諸
組
織
」
ハ
一
九
一
七
年
刊
〉
に
弘
ゆ
る
一
八
七
七
年
の
ド
イ
ツ
諸
務
樹
組
合
統
計
表
に
よ
っ

陸
帰

て
も

J
う
か
が
わ
れ
る
Q

こ
の
荻
は
、
務
働
組
合
名
、
本
部
所
在
地
、
組
識
静
式
ハ
個
人
加
入
・
地
域
総
合
制
・
行
政
問
態
別
組
合
制
な
ど
〉

ヘ
ル
マ
ン
・
ミ

組
合
の
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
地
域
数
、
組
合
員
数
、

一
ヶ
月
間
の
組
合
牧
入
合
計
、
入
合
金
額
、
組
合
員
の
毎
湛
の
掛
金
額
、
組
合
員
の
一
ヶ
月

開
。
…
持
金
額
、
な
ど
の
項
目
の
つ
ぎ
に
、

「
扶
助
は
下
記
。
場
合
に
交
拙
わ
れ
る
‘
mm
し
と
い
う
見
出
し
で
、
各
組
令
の
問
答
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
場
合
と
し
て
は
、

「
ス
ト
の
と
き
、
失
業
の
と
き
、
旅
行
の
と
き
、
疾
病
の
と
き
、
死
亡
む
と
き
‘
勤
鵠
不
能
の
と
き
」
と
い
う
六
つ
の

場
合
wh
分
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
虻
総
A
口
員
の
臨
時
掛
金
、
そ
の
掛
金
は
ど
の
場
合
ハ
ス
ト
、
失
業
、
株
行
、
疾
錦
、
死
亡
、
勤
務
不
能
〉
に

も
義
路
的
で
あ
る
か
、
組
合
白
一
ヶ
月
間
の
手
均
牧
入
、
同
じ
く
平
均
支
出
、
組
合
括
動
の
蓮
替
ハ
∞
a
h
M
O
U

氏。吋

hrEE昨日。ロ）

に
よ
る
か
新
同
に
よ
る
か
等
、
勢
働
相
介
一
附
の
有
無
、
機
鰯
紙
の
有
無
、
そ
の
名
綿
、
強
綱
島
説
は
義
務
的
か
白
白
か
等
、
毎
季
の
議
約
料
金
、

韓
約
者
数
、
機
関
紙
の
毎
牢
殻
行
回
数
、
護
行
地
名
、
各
競
の
出
版
編
集
費
、
上
記
の
諮
問
題
に
つ
い
て
営
該
組
合
は
他
。
務
働
組
合
と
協
定

は
各
個
人

を
結
ん
だ
か
、
組
合
は
登
鋒
せ
る
積
立
金
乞
も
う
て
い
る
か
。
ー
ト
ー
と
い
う
項
目
を
経
て
、
最
後
花
、
会
ド
イ
ツ
に
沿
げ
る
男
女
同
職
者
の
概

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



教
を
掲
げ
て
い
る
。
と
れ
に
よ
っ
て
見
て
も
、
金
庫
制
は
機
関
紙
と
と
も

K
、
と
の
調
査
の
二
犬
項
目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
の
統
計
表
に
よ
っ
て
主
な
附
労
働
組
合
の
一
八
七
七
年
に
な
げ
る
本
部
と
組
合
員
数
と
金
ド
イ
ツ
（
男
女
〉
同
職
者
数
を
左
に
摘
記
す
る
。

組
合
名
ハ
本
部
所
在
地
）

組
合
員
数

金
ド
イ
ツ
ハ
男
女
〉
同
職
者
数

ド
イ
ツ
印
刷
勢
働
組
合
ハ
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）

五
、
五

0
0

一て

0
0
0

製
本
語
よ
び
類
似
職
勢
働
組
令
ハ
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）

一、

0
0
0

一
五
、

0
0
0

ド
イ
ツ
則
氏
稲
場
働
組
合
ハ
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
〉

五
O
O

0 0 

0 0 
0 0 
0 0 

金
銀
加
工
台
工
び
顎
似
職
勢
働
組
合
（
シ
ュ
グ
ァ

I
ベ
シ
・
グ
ミ
ュ
ン
ト
〉

八

O
O

ド
イ
ツ
精
子
工
業
州
労
働
組
合
ハ
レ

l
プ
タ
ウ
）

七

O
O

四
O
、
0
0
0

や
山
守
山

0
3

男
女
マ
一
一
ユ
フ
ア
グ
チ
ュ
7
K
M
よ
び
手
工
業
第
働
組
合
ハ
グ

P
ミ
ッ
ト
シ
ャ
ウ
〉
官

一
、
二
五

O

四
O
O
、
0
0
0

金
ド
イ
ツ
左
官
・
お
よ
び
石
法
建
築
努
働
組
合
ハ
ハ

Y
プ
ル
ク
〉

二
、
五

0
0

七
O
、
0
0
0

金
属
州
労
働
組
合
ハ
プ
フ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
〉

図、

0
0
0

一二五
O
、
0
0
0

ハ
錠
前
エ
申
鍛
冶
工
＠
プ
ny
キ
エ
を
含
む
〉

下
イ

鍛
冶
勢
働
組
山
口
ハ
ベ
ル
リ
ン
〉

六
O
O

二
五
、

0
0
0

石
川
印
刷
持
働
組
合
ハ
一
一
ュ
ル

Y

ベ
ル
ク
）

六
O
O

二
O
、
0
0
0

錠
前
問
、
造
併
働
組
合
〈
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）

/¥ 。

一一
一
O
、
0
0
0

製
靴
h
M

よ
び
綿
一
似
職
問
労
働
組
合
ハ
ゴ

l
タ〉

一
ニ
、
五
八
五

一
五

O
、
0
0
0

を
ド

ハ
裁
縫
山
労
働
組
合
ハ
ギ

I
セ
ン
〉

二
、
八

0
0

一一
O
、
0
0
0

を
ド
イ
ヅ
船
大
工
勢
働
組
合
ハ
ハ

y
プ
ル
ク
〉

一一一、

0
0
0

六、

0
0
0

ペ
O
年
代
り
ド
イ
ヲ
勢
働
組
合
と
ツ
ン
フ
ト
遺
制

〈下〉

五
五



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
勢
働
組
合
と
ツ
ジ
フ
ト
遺
制

（

下

）

五
六

軍
大
工
務
働
組
合
ハ
ド
レ
ス
デ
ン
）

一ニ五
O

二
五
、

0
0
0

ド
イ
ツ
煙
草
附
労
働
組
合
（
ベ
ル
リ
ン
）

｝＼ 

一O
O

六
五
、

0
0
0

室
内
袋
飾
務
働
組
合
（
ベ
ル
リ
ン
）

六
五

O

五、

0
0
0

指
物
な
よ
び
類
似
職
問
労
働
組
合
〈
マ

Y

ハ
イ
ム
V

五、

一O
O

一一一
O
、
0
0
0

金
ド
イ
ツ
製
陶
労
働
組
合
ハ
ハ
ン
プ
ル
ク
）

五
O
O

二
O
、
0
0
0

ド
イ
ツ
大
工
附
労
働
組
合

一
二
、
さ

0
0

五
五
、

0
0
0

右
の
表
で
気
づ
く
こ
と
は
、
ツ
Y

フ
ト
以
来
の
古
小
倖
統
を
も
っ
職
種
の
組
合
が
大
部
分
を
占
め
て
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
繊
維
工
業

の
以
労
働
組
合
の
隆
摂
が
ド
イ
ツ
で
は
見
ち
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
な
金
川
労
働
者
敢
に
た
い
し
て
組
合
員
数
の
少
な
い
と
と
も
注
目
に
値
す
る

が
、
と
れ
は
概
し
て
金
図
的
な
附
労
働
組
合
主
的
象
と
し
て
い
る
の
で
、
地
方
的
刈
労
働
組
合
で
金
図
的
な
統
一
組
織
に
加
盟
し
て
い
な
い
も
の
が

相
営
あ
る
と
と
も
、
考
慮
に
人
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

と
の
よ
う
に
、

一
八
七

0
年
代
に
入
っ
て
も
金
庫
制
は
組
合
活
動
の
大
き
な
部
商
品
《
・
占
め
て
い
た
が
、
親
方
の
牛
耳
る
イ
ヌ
ン
グ
と
附
労
働
組

合
と
り
あ
い
だ
に
、
金
庫
制
を
め
ぐ
る
闘
争
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
パ
ス
ナ

l
の
「
ド
イ
ツ
鍛
冶
工
運
動
史
」
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

八
七
五
年
六
月
一
四
日
ベ
ル
リ
ン
の
鍛
冶
エ
一
五

O
O人
ば
か
り
が
、
疾
病
金
庫
の
問
題
討
議
と
金
画
的
鍛
冶
同
労
働
紹
令
結
成
の
目
的
官
集

り
、
組
合
設
立
が
決
議
さ
れ
、
五

O
O人
の
加
入
者
を
機
保
し
た
。
そ
の
際
、
自
由
在
疾
病
金
庫
を
設
け
る
決
議
も
行
な
わ
れ
、
こ
の
金
庫
は

費
際
に
活
動
を
開
始
し
、
金
庫
加
入
者
は
ほ
ど
な
く
九

O
O
人
に
増
加
し
た
。
自
由
な
金
庫
と
は
、
強
制
金
庫
に
た
い
す
る
表
現
で
、
金
庫
の

加
入
・
股
退
が
自
由
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
金
庫
の
蓮
皆
規
約
も
営
局
の
定
め
に
よ
ら
や
、
加
入
者
の
合
議
陀
よ
っ
て
鍵
更
さ
れ
う
る
も

の
を
い
う
。

「
イ
ヌ

y
グ
と
の
些
細
な
イ
ザ
コ
ザ
は
、

ア
ル
人
ヂ
ゼ
レ
（
組
合
長
老
）
た
る
ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
と
パ
ス
ナ
ー
に
よ
っ
て
、
闘
争

の
す
え
解
決
さ
れ
、
ィ
只
ン
グ
は
、
マ
イ
ス
タ
ー
ヂ
ゼ
レ
ハ
親
方
職
人
宮
乱
ω
仲
良
拘
虫
色
町
）
だ
け
の
た
め
の
疾
病
金
庫
の
設
立
に
た
い
す
る



権
利
を
放
棄
し
注
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
破
自
に
な
っ
た
」
と
パ
ス
ナ

1
自
身
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
多
く
の
弊
働
組
合
が
機
関
紙
を
強
行

し
た
の
で
、
ベ
ル
リ
シ
鍛
治
勢
働
組
合
も
、
こ
れ
に
な
ら
っ
て
二
八
七
六
年
八
月
、
「
か
な
と
こ
」
（
鱗
砧

〉
E
U
O
国
〉
と
題
す
る
機
関
新
聞
を

器
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
見
本
は
、
宛
先
の
わ
か
る
か
ぎ
り
、
諸
都
市
の
ア
ル
ト
グ
ゼ
レ
（
職
人
組
合
長
老
〉
た
よ
び
ヘ
ル
ベ
ル
グ

に
宛
て
て
震
設
さ
れ
た
と
い
う
。
と
う
し

τ護
詮
し
た
結
糸
が
「
い
ち
じ
る
し
く
わ
れ
わ
れ
の
期
侍
を
挫
い
た
」
と
パ
ス
ナ
ー
が
記
し
て
い
る

と
と
と
と
も
に
、
と
の
宛
先
が
ア
ル
ト
グ
ゼ
レ
や
ヘ
ル
ベ
ル
ゲ
と
さ
れ
た
事
賓
は
、
蹴
労
働
組
合
と
ツ
ン
フ
ト
遺
制
と
の
闘
係
を
考
え
る
う
え

げ
仏
、
ま
こ
と
に
興
味
ふ
か
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
一
八
八

0
年
代
に
入
る
と
、
い
よ
い
よ
イ
ヌ
シ
グ
は
親
方
の
利
長
国
櫨
と
し
て
の
性
格
を

明
ら
か
に
し
て
く
る
Q

一
八
八
五
年
ベ
ル
リ
γ
鍛
冶
附
労
働
組
合
は
、
イ
ヌ
シ
グ
に
た
い
し
て
、
日
曜
附
労
働
の
慶
止
な
ど
を
要
求
す
る
と
と
に
な

り
、
ィ
ヌ

y
グ
の
オ
ー
バ
ー
マ
イ
ス
タ
I
（
長
老
）
た
る
グ
ア
ル
ン
グ
シ
ェ
に
要
求
書
を
提
示
し
た
。
三
月
二
日
長
老
は
回
答
し
た
が
、
ヲ
セ
批

に
よ
る
と
イ
ヌ
シ
グ
委
員
食

2
2
Fロ
ロ
ロ
想

4
6
2
gロ
仏
）
は
規
約
に
よ
り
、
鍛
冶
附
労
働
組
合
と
交
渉
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
け
だ
し
‘
蹴
労

働
運
動
・
間
労
働
時
間
＠
努
賃
寧
に
つ
い
て
は
、
職
人
委
員
舎
ハ
す
な
わ
ち
ツ
ン
フ
ト
的
に
親
方
と
職
人
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
イ
ヌ
ン
グ
の
職
人

委
員
食
l
i
i
小
林
註
）

C
O回目ロ

g
ω
5問
。
y
g
回
目
と
の
共
同
討
議
に
沿
い
て
の
み
交
渉
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
＠
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ル
ト
ゲ
ゼ
レ

ハ
職
人
組
合
長
送
）
た
る
シ
ュ
タ
イ
シ
に
話
を
さ
れ
た
い
、
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
一
一
一
月
一
七
日
の
附
労
働
組
合
曾
議
で
、
交
渉
の
経
過
と
太

ー
パ

l
T
イ
ス
タ
ー
の
回
窓
口
が
報
告
さ
れ
る
と
、
そ
白
舎
一
議
は
、
職
人
（

c
g
o
－－ognvts
の
あ
い
だ
に
分
裂
を
引
起
そ
う
と
す
る
イ
ヌ
ン

グ
の
一
明
白
試
み
に
た
い
し
℃
抗
議
し
、
！
勢
働
組
合
ハ

pwの
yqog山口）
こ
そ
ベ
ル

H
ン
の
職
人
白
唯
一
の
異
の
代
表
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。

こ
の
一
八
八
五
年
に
沿
い
て
も
．
ま
だ
ヘ
ル
ベ
ル
ゲ
や
遍
臨
扶
助
や
第
働
紹
介
が
、
ベ
ル

p
ン
鍛
冶
附
労
働
組
合
の
重
要
な
問
題
の
一
部
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
同
年
五
月
の
初
め
、
ベ
ル
リ
シ
の
鍛
冶
工
Z

ド
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
亭
大
工
ハ
ω件。同日告げ角川門）

ハ
イ
グ
ー
と
の
建
議
告
の
文
書

に
よ
っ
℃
も
、
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
に
は
、

「
舎
議
は
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
場
。
（
部
分
的
に
）
悲
し
む
べ
き
欣
態
。
民
間
の
確
認
、
な
ら

び
に
遍
睦
扶
助
制
の
討
議
に
従
事
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
全
闘
か
ら
こ
の
舎
議
に
参
加
さ
れ
む
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
る
る
。
こ

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ヲ
努
働
組
合
と
ツ

V
フ
ト
遺
制

（下）

五
七

library
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library
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library : Unmarked

library
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library
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library
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一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ヲ
努
働
組
合
主
ヅ
シ
フ
ト
遺
制

〈下〉

五
八

の
呼
び
か
げ
に
よ
っ
て
五
月
二
四

二
五
雨
日
に
わ
た
ヲ
て
聞
か
れ
た
鍛
冶
工
の
禽
議
で
は
、
「
放
行
扶
助
の
導
入
、

ハ
出
向
ぴ
号
担
当
2
0ロ
〉
の
規
制
、
無
料
の
附
労
働
紹
介
所
む
設
置
に
努
カ
す
べ
き
こ
と
」
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。
器

ヘ
ル
ペ
ル
グ
制

も
ち
る
ん
、
わ
れ
わ
れ
は
ド
イ
ツ
白
共
慎
金
庫
制
が
演
C
た
校
割
を
過
大
に
評
慣
し
て
は
な
ら
ぬ
。
ジ
ャ
、
不
ッ
ト
・
カ
ッ
サ
ウ
は
す
で
に
そ

の
「
附
労
働
組
合
」

こ
九
二
七
年
刊
）
の
な
か
で
、
と
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

i
i遍
歴
す
る
同
職
者
を
扶
助
す
る
と
い

う
手
ヱ
業
職
人
の
幾
世
紀
に
わ
た
る
古
い
慣
習
か
ら
護
生
し
た
旅
行
扶
助
〔
同
N
2
2
5
Z
B
Z
Rロ
ロ
ぬ
）
は
．
努
働
組
合
運
動
の
殻
端
と
時
を
同

じ
う
し
て
存
在
し
て
い
る
。
新
た
に
設
立
さ
れ
た
附
労
働
組
合
が
一
八
七

O
年
ご
ろ
に
何
ら
か
の
活
動
乞
指
示
し
う
る
以
前
に
、
す
で
に
そ
れ
ら

の
組
合
は
荻
行
扶
助
を
輿
え
た
と
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
扶
助
白
と
う
し
た
部
門
が
採
用
さ
れ
た
り
は
、
主
と
し
て
、
そ
れ
が
古
い
職
業
停
統

に
合
致
し
た
た
め
で
あ
り
、
ま
に
、
ま
さ
し
く
若
い
同
僚
を
組
合
K
加
入
さ
せ
う
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
組
合
組
織
の
構
成
に
た
い
し
て
は
、

震
要
な
結
岡
市
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た

Q

イ
ギ
リ
ス
で
は
、

一
九

O
九
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
い
た
る
改
革
ま
で
、
附
労
働
者
階
級
の
保
障
は
も
う

ば
ら
自
治
意
志
に
よ
る
制
度
往
め
ざ
し
て
い
た
り
に
た
い
し
て
、

F
イ
ツ
で
は
、
八

0
年
代
の
前
半
に
疾
病
＠
災
害
保
険
法
が
都
民
布
さ
れ
た
＠

な
る
ほ
ど
ド
イ
ツ
で
も
、
イ
ギ
り
ス
の
模
範
に
な
ら
っ
て
、
自
由
意
志
に
よ
る
疾
病
保
険
制
度
が
稜
生
し
て
い
た
ο

と
の
制
度
は
務
働
組
合
と

緊
密
に
接
潤
し
て
い
て
、
組
織
上
の
譲
繋
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
一
八
七
八
年
か
ら
一
八
八
三
年
ま
で
の
枇
食
主
義
者
訟
に
よ
る
最
も
困
難
な

諸
年
に
、
附
労
働
組
合
の
た
め
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
し
か
し
扶
助
制
度
は
、
附
労
働
組
合
運
動
そ
の
も
の
に
沿
い
て
は
（
ヒ
ル
シ
ュ
・
ド
ウ
ン
カ

ー
の
方
向

ρ
附
労
働
組
合
を
除
い
て
〉
、
イ
ギ
リ
ス
に
な
け
ろ
殻
展
と
は
全
く
反
割
に
、
さ
じ
あ
た
り
躍
に
副
次
的
な
重
要
性
し
か
も
た
な
か
っ

た
。
け
だ
し
ド
イ
ツ
の
勢
働
者
は
（
二
一
一
一
の
例
外
的
職
閣
を
別
と
す
れ
ば
〉
、
九

0
年
代
の
中
ご
ろ
か
ら
初
め
て
、
充
分
の
掛
金
を
拙
う
こ
と

な
態
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
世
曾
民
主
議
派
の
努
働
組
合
に
た
い
て
も
、
七

0
年
代
に
す
で
に
扶
助
制
度
ハ
政
行
扶
助

の
ほ
か
に
疾
病
・
勤
務
不
龍
＠
轄
居
扶
助
i
1
3部
分
的
に
は
失
業
扶
助
さ
え
）
が
存
在
し
℃
い
た
し
、
例
外
法
ハ
枇
合
主
義
者
法
）
の
時
代
に

営
局
が
、
附
労
働
組
合
を
保
除
J

施
設
な
り
と
宣
言
し
て
自
己
の
統
制
下
に
入
れ
よ
う
と
試
み
た
の
も
‘
ま
さ
し
く
ζ

の
扶
助
制
度
が
あ
っ
た
か
ら

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
制
度
は
、
主
と
し
て
闘
争
活
動
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
目
標
と
し
て
い
て
、
各
万
面
の
扶
助
に
た
い
し
て
は
金
庫
事

情
の
不
良
の
た
め
充
分
。
能
力
乞
欠
い
で
い
た
。
九

0
年
代
の
後
今
に
組
合
員
数
が
増
す
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
よ
う
や
く
内
的
な
カ

院
ー

を
獲
得
し
た
の
で
あ
る

i
！
と
カ
ッ
サ
ウ
は
説
い
て
い
る
。
確
か
に
カ
ッ
サ
ウ
の
カ
読
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
共
済
金
庫
の
掛
金
は
、
イ
ギ

F

ス
に
比
し
て
少
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
D
た
め
に
下
イ
ツ
の
共
済
制
度
は
附
労
働
組
合
運
動
そ
の
も
の
に
沿
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ
る
と
語

か
に
劣
る
重
婆
性
し
か
も
ち
え
な
か
っ
た
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
に
も
繰
り
か
え
し
指
摘
し
た
よ
う
に
、
共
積
金
庫
制
は
ド

イ
ツ
の
努
働
組
合
活
動
に
な
い
て
大
き
な
部
面
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
守
え
ぬ
事
置
で
あ
る
ο

喝
な
治
、
十
九
世
記
の
未
ま
で
も
ド
イ
ツ
の
努
働
紹
介
が
、
職
人
組
合
時
代
か
ら
の
古
い
傍
統
を
受
け
つ
い
で
、
勢
働
組
合
み
や
か
ら
の
手
で

行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
レ

I
オ
ボ
ル
ト
・
フ
ォ
シ
・
ヴ
ィ
1
ゼ
が
一
九
O
O年
に
稿
思
表
し
た
論
文
「
ド
イ
ツ
に
沿
け
る
弊
働
紹
介
の
最
近

の
護
展
」
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

o
l
l重
商
主
義
の
時
代
が
、
最
初
の
圏
家
的
統
制
を
つ
く
り
出
し
た
Q

手
工
業
は
、
園
家
白
手

に
よ
っ
て
、
金
く
一
定
し
た
仲
介
形
式
に
縛
ら
れ
た
ロ
フ
ラ
ン
ス
で
は
ル
イ
一
四
世
の
治
世
に
、
職
人
た
ち
は
同
僚
か
ら
職
場
を
世
話
し
て
も

ら
う
と
と
な
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
工
業
に
沿
け
る
蹴
労
働
紹
介
心
強
端
は
、
こ
の
時
代
に
属
す
る
。
そ
の
の
ち
ナ
ポ
L

オ
シ
の
警
察
園
家
は
、

党
の
官
鴎
か
ら
瑳
行
さ
れ
る
野
働
簿
と
勢
働
紹
介
麗
と
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
ら
の
官
臨
だ
け
が
、
努
働
者
の
た
め
の
職
場
紹
介
を
行
な
れ
J

に。

フ
ラ
ン
ス
で
組
織
化
の
措
置
が
闘
家
権
力
か
ら
穫
し
た
の
に
た
い
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
附
労
働
者
間
酬
闘
が
努
働
紹
介
の
領
裁
に
介
入
し
た
。
フ

務
働
組
介
を
自
分
た
ち
の
手
で
取
扱
う
こ
と
を
、
自
分
た
ち
の
利
益

促
進
白
た
め
の
一
つ
の
重
要
手
段
と
見
な
し
て
、
と
D
手
段
を
ま
ず
ま
ず
犬
い
に
使
用
し
た
の
で
、
今
日
で
は
附
労
働
組
合
の
勢
働
紹
介
が
イ
ギ

レ
ン
ド
リ
・
ソ
サ
イ
エ
一
ア
ィ
ズ
や
努
働
組
合
会

E
仏
ゆ
目
見
出
向
。
ロ
国
）
は
、

p
ス
事
情
。
固
有
白
特
性
と
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

一
方
、

ブ
ラ
シ
ス
で
も
附
労
働
紹
介
は
ま
ず
ま
ず
犬
き
な
重
要
性
を
も
う
よ
う
に
な

り
、
つ
い
に
最
近
、
第
働
者
サ
ン
デ
ィ
カ
の
日
労
働
紹
介
が
職
場
紹
介
の
分
野
に
た
け
る
一
つ
の
新
要
素
と
な
る
に
い
た
っ
て
い
る
Q

と
れ
ら
の

闘
に
比
較
す
る
と
、
ド
イ
ツ
帝
閣
は
謡
か
に
大
き
な
多
様
性
と
分
裂
性
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
多
様
な
設
展
の
も
つ
い
ろ
い

一
八
六
0
年
代
の

F
イ
ツ
疹
働
組
合
主
ヅ
シ
フ
ト
遺
制

〈
下
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一
八
六
C
ん
ヰ
代
の
ド
イ
ヅ
柑
労
働
組
合
主
ヅ
ン
ア
ト
遺
制

ろ
白
科
酷
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
非
集
中
性
の
も
っ
さ
ま
ざ
ま
の
顕
著
な
不
利
貼
乞
内
包
ず
る
。
ド
イ
ツ
の
特
有
の
歴
史
的
欝
展
に
よ
っ
て
、

（下）

。

こ
こ
で
は
非
常
に
多
く
白
要
因
が
競
い
合
ヲ
て
作
用
し
て
い
る
。
ま
や
第
一
に
ド
イ
ツ
で
は
、
以
前
の
極
端
制
的
諸
時
代
の
遺
産
た
る
工
業
上
の

組
合
的
形
式
ハ
門
出
。
片
言
明
さ
自
民

g
p
F）円
5
2
仏
向
。
042円
σ巴
が
、
替
業
自
由
の
原
曜
の
導
入
と
と
も
に
除
去
さ
れ
な
い
で
、
或
る
程
度

ま
で
存
醸
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
い
労
働
市
場
の
一
部
は
工
業
的
組
合
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、
官
臨
に
よ
る
職
場
紹
介
業
務
は
、

な
る
ほ
E
、
か
な
り
の
程
度
に
存
在
し
て
は
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
ほ
ど
蟻
大
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
他
方
に
沿
い
て
、
イ
ギ
P
ス
白
例

に
な
ら
う
務
働
者
圏
酷
の
活
動
が
、
イ
ヌ
ン
グ
た
よ
び
使
用
者
国
轄
の
務
働
組
介
に
劃
立
し
て
い
る
し
そ
し
て
、
公
式
ハ
の
利
益
を
め
ざ
す
園
鶴

や
市
町
村
に
よ
る
一
連
心
、
中
央
化
的
な
不
偏
不
黛
の
労
働
紹
介
が
、
と
う
し
た
さ
ま
ざ
ま

ω分
校
へ
の
分
裂
を
無
く

h

そ
う
と
努
力
し
て
い
る

駐

m

l
iと
が
ノ
ィ

1
ゼ
は
い
う
じ
と
乙
に
ヴ
ィ

l
ゼ
が
附
労
働
組
合
と
イ
ヌ
ン
グ
と
の
、
附
労
働
紹
介
乞
め
ぐ
る
葛
藤
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
の

論
文
が
一
九

O
O年
に
渡
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
乞
考
え
る
と
き
、

一
八
九

0
年
代
に
沿
い
て
も
イ
ヌ
シ
グ
勢
力
が
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
要

間
で
あ
っ
た
、
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
う
。

七

と
れ
ま
で
私
は
ゲ
ゼ
レ
ハ
の

g畠
ゆ
〉
と
い
う
一
一
言
葉
を
「
職
人
」
と
欝
し
て
き
た
が
、
と
れ
は
官
時
の
用
語
誌
が
依
然
と
し
て
と
の
言
葉
で
熟

練
附
労
働
者
を
表
現
し
ヲ
づ
け
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
す
る
内
容
が
、
ツ
シ
フ
ト
時
代
の
親
方
に
た
い
す
る
「
職
人
」
で
は
な
く
、

す
で
に
「
企
業
家
」
に
た
い
す
る

「
熟
練
労
働
者
」
を
指
し
て
い
た
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
親
方
」

〈
ア
向
。
？
？
ω円一）

と
い
う

言
葉
も
、
や
は
り
そ
の
内
容
を
具
に
し
て
、
大
・
中
工
場
艦
営
者
に
た
い
し
て
小
工
場
主
を
指
し
て
使
か
れ
る
の
が
普
誼
？
あ
っ
た

Q

一
允

O

二
年
の
シ
ュ
モ
ラ
l
ス
・
ヤ
ー
ル
プ
l
フ
所
載
、
カ
ー
ル
・
ゾ
イ
一
ア
寸
ン
の
論
文
「
職
業
統
計
沿
よ
び
産
業
統
計
の
理
論
的
基
礎
づ
け
」
に
い

駐
拐

を
ゲ
ゼ
レ
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
十
勾

た
っ
て
も
、
ま
だ
「
’
技
術
的
に
修
業
を
樫
た
努
働
者
」

（

4xxuvp討
の

v
m
oぴ
山
山
内
山

04xu
〉
円
ぴ
ゆ
件
。
円
）

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



九
世
相
は
も
と
よ
り
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
も
ゲ
ゼ
レ
と
い
う
言
葉
が
使
用
し
ワ
づ
け
ら
れ
た
事
管
に
、
私
法
注
意
し
た
い
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
グ
ゼ
レ
と
い
う
言
葉
が
愛
用
さ
れ
つ
づ
け
た
と
い
う
事
責
だ
け
で
、
ド
イ
ツ
同
労
働
組
合
運
動
の
性
格
を
決
定
し
よ
う
と
い
う
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、

す
く
な
く
と
も
一
八
九
二
年
の
ハ
ル
パ
l
シ
ユ
ク
ッ
ト
合
議
b
た
り
ま
で
、

ド
イ
ツ

σ拶
明
記
合
運
動
は
．

主
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
ゼ
レ
ず
な

P
ち
一
熟
練
州
労
働
者
に
よ
っ
て
借
わ
れ
推
進
さ
れ
て
き
た
、
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
け
ゲ
ゼ
レ
は
、
古

く
か
ら
の
職
業
的
体
統
を
も
っ
ハ
ン
ト
ヴ
ェ
ル
カ
l
（
手
工
業
職
人
出
き
仏
当
2
W
2
v
の
性
格
を
、

な
な
強
く
保
持
し
て
い
た
。
そ
こ
に
、

か
れ
ら
が
古
く
か
ら
の
職
業
別
に
よ
る
組
合
乞
固
執
し
た
主
た
る
理
由
が
、
あ
る
い
は
ず
く
な
く
と
も
一
却
の
理
由
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
る

ぅ
。
け
れ
ど
も
、
周
知
の
ご
と
く
生
産
技
術
の
費
革
に
と
も
な
っ
て
新
し
ご
職
種
が
生
れ
て
く
る
し
、
不
熟
練
工
も
同
じ
産
業
部
門
の
熟
練
工

と
競
争
し
う
る
新
熟
練
工
と
な
る
。
か
く
し
て
生
産
々
法
の
機
椛
化
に
よ
る
産
業
構
造
。
鑓
化
は
、
奮
来
の
職
業
の
あ
い
だ
の
境
界
鯨
ど
次
第

に
薄
れ
さ
せ
る
。
こ
れ
ま
で
の
職
業
別
の
組
合
で
は
、
企
業
の
集
中
に
封
踏
で
き
な
く
た
る
。
古
い
熟
練
職
業
以
孤
立
性
は
薄
ら
ぎ
、
新
ら
し

い
生
産
工
程
に
お
い
て
関
連
の
深
ま
っ
た
職
業
は
互
い
巴
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
ね
。
企
業
白
集
中
に
封
臆
す
る
職
業
の
集
中
と
も
い
う
べ
き
措

置
が
要
請
さ
れ
て
く
る
。
こ
こ
に
従
来
の
狭
い
職
業
別
組
合
に
代
っ
て
、
買
い
産
業
別
組
合
を
結
成
し
、
統
一
あ
る
指
導
の
も
と
に
強
力
な
闘

争
を
展
開
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

一
八
九

0
年
代
に
入
る
と
、
企
業
家
側
の
組
蟻
が
強
化
さ
れ
る
の
で
、
い
よ
い
よ
産
業
別
組
A
V
O
必
要
が

痛
感
さ
れ
る
。
狭
い
職
業
別
組
合
で
企
業
家
陣
の
一
部
主
相
手
ど
る
闘
争
を
試
み
て
も
、

一
段
と
康
い
戟
線
を
構
成
す
る
企
業
家
闇
韓
お
ち
田

？
ク
・
ア
ウ
ト
を
も
っ
て
反
撃
さ
れ
る
o

そ
の
た
め
、
ス
ト
に
際
し
て
は
金
庫
が
た
ち
ま
ち
枯
渇
す
る
白
で
、
他
の
組
織
や
組
委
員
舎
に
援
助

を
請
が
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
と
の
よ
う
に
し
て
一
八
九

0
年
代
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
巳
か
け
て
衣
第
陀
産
別
組
合
の
結
成
乞
見
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
歩
金
属
附
労
働
者
が
て
八
九
一
年
に
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
こ
れ
を
組
識
し
、
翌
年
に
皮
革
問
労
働
者
が
、
さ
ら
に
そ
の
翌
一
八
九
三
年
に
は

木
工
勢
働
者
が
そ
れ
に
ク
づ
い
た
。
こ
の
一
一
一
つ
の
産
別
組
合
は
、
そ
の
後
ま
す
ま
す
隣
接
の
職
業
別
組
合
を
併
せ
て
い
っ
た
が
、

一
九
一

O
年

に
は
建
築
附
労
働
者
が
、
翌
年
に
は
賠
員
と
港
湾
努
働
者
と
の
圏
結
に
よ
る
輪
詰
労
働
者
（
吋

35HMG可
宮
与
即
日

8
5
が
、
そ
れ
ぞ
れ
産
別
組
合
を

一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ヴ
僻
労
働
組
合
主
ツ
シ
フ
ト
遺
制

（下〉
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一
八
六
0
年
代
の

F
イ
岬
ノ
努
働
組
合
と
ヅ
シ
フ
ト
遺
制

（
下
〉

占
d，、

結
成
し
た
。

ζ
α

よ
う
な
産
別
組
合
。
結
成
に
移
る
輔
換
鞘
に
立
っ
た
の
が
、
さ
き
に
踊
れ
た
一
八
九
二
年
の
ハ
ル
パ

I
シ
ユ
タ
ッ
ト
で
行
わ

れ
た
曾
議
で
あ
る
。
こ
の
合
議
は
営
時
の
ド
イ
ツ
附
労
働
組
合
運
動
白
擢
い
手
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
舎
議
成
立
に
い

た
る
経
過
と
討
議
の
結
呆
と
乞
簡
単
に
か
え
り
み
よ
う
。

一
八
九

O
年
の
メ
ー
デ
ー
の
O
ち
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
日
ア
ル
ト
ナ
の
使
用
者
堵
盟
（
〉
吋
宮
刊
誌
。
σ母
認
可

g
D仏）
は
、
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た

勢
働
者
主
司
？
ク
＠
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
し
た
。
企
業
家
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
附
労
働
者
の
復
職
に
は
附
労
組
か
ら
の
続
遜
を
僚
件
と
す
る
と
聾
明
し

た
の
で
、
圏
緒
。
白
白
を
め
ぐ
る
闘
争
が
〈
り
ひ
る
げ
ら
れ
る
。

一
八
七
八
年
か
ら
一
八
九

O
年
に
わ
た
る
世
食
主
義
者
法
の
期
間
に
却
っ
て

高
ま
っ
た
ド
イ
ツ
組
織
附
労
働
者
。
政
治
的
関
心
は
、
今
や
ハ
ン
プ
ル
ク
日
ア
ル
ト
ナ
事
件
。
成
行
き
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
闘
争
は

何
L

ク
月
に
も
わ
た
っ
た
が
、
ハ
シ
プ
ル
ク
O
努
働
者
は
屈
せ
歩
、
全
国
的
態
援
を
受
け
て
意
気
い
よ
い
よ
あ
が
っ
た
Q

と
の
と
き
ド
イ
ツ
各
地

の
金
属
弊
働
組
合
か
ら
選
ば
れ
た
五
人
D
委
員
（
フ
ユ
ル
ト
の
ぜ
l
ギ
ッ
ツ
、
一
一
ュ
ル
ン
ペ
ル
グ
の
プ
レ
ー
ダ
ー
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
ゴ
ル
ト

バ
ッ
ハ
、

F
ュ
l
ベ
ッ
ク
白
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
、

ハ
シ
プ
ル
ク
の
メ
ッ
ツ
ガ
l
v
は
、
ま
や
ノ
他
。
一
切
の
粉
争
中
の
ス
ト
を
念
速
に
務
総
さ
せ
、

一
切
の
資
金
を
川
ン
プ
ル
ク
に
注
ぎ
と
む
こ
と
を
金
閣
に
提
唱
し
た
。
つ
い

他
の
争
議
も
後
ま
わ
し
に
し
て
全
力
を
ハ
シ
プ
ル
ク
に
集
中
し
、

で
一
八
九

O
年
五
周
一
七
日
に
は
ド
イ
ツ
の
す
べ
て
の
労
組
心
中
央
委
員
舎
や
役
員
に
呼
び
か
け
て
、
金
持
働
組
合
一
役
議
の
間
開
催
こ
そ
緊
急
課

題
で
あ
る
、
と
う
っ
た
え
た
。
け
だ
し
、

金
賦
労
働
者
。
一
致
せ
る
行
動
に
よ
っ
て
O
み
可
能
で
あ
る
う
」
か
ち
で
あ
る
。
と

D
呼
び
か
け
は
反
響
を
生
ん
で
、

「
傘
大
な
る
企
業
家
誠
一
中
の
攻
撃
に
た
い
す
る
有
効
な
る
防
衛
は
、
問
符
働
組
合
を
組
織
せ
る
ド
イ
ツ

は に
、持

（→働
ス組
ト 合
沿.曾
よ議
び（
ス の

十 2
圭ll: (j) 
3夕、 ト寸

助 Bf
に 岳
ヲ？＇ r:,, 

Lよ宮
す 8
るとL
態 2
国主主 命

誌色
定が

に） 『予
1、..-
i長~

5工
事Z
Z詰
義容
働 ・a・
＃みか

益予
織 u
八 四

2去
費袋
詰~
L '7J主

ぶ 出
長伊
u、ν

す た
主弓 -

態
度
決
定

一
一
一
月
一
六
日
ペ
ル

H
Y

そ

の

議

題

’
凹
組
織
問
題
一
般
、
同
全
国
労
働
組
合
合
議
の
召
集
に
た
い
す
る
委
員
曾
の
任
命
、
な
E
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
議
題
に
つ
い
て
討
議
の
す

え
採
揮
さ
れ
た
決
議
に
沿
い
て
は
、
中
央
集
権
的
な
組
織
の
必
要
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
け
だ
し
、
地
方
分
擢
的
な
組
離
は
生
産
関
係
に
合
致
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し
な
い
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
地
方
。
努
組
は
そ
れ
ぞ
れ
O
職
種
組
合
の
中
央
連
会
合
に
加
盟
す
ぺ
く
、
ま
だ
中
央
連
合
曾
は
全
国
労
働

組
合
待
議
を
結
成
す
ぺ
き
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
諸
邦
の
な
か
で
、
法
律
的
理
由
の
た
め
中
央
組
織
を
つ
く
れ
な
い
場
令
に
も
、
そ
の
邦
の
地
方
組

合
は
共
通
の
代
議
員
に
よ
っ
て
曾
議
に
代
表
さ
れ
う
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
決
議
さ
れ
た
。
か
く
し
て
七
人
の
代
議
員
が
委
員
と
し
て

選
出
さ
れ
、
つ
ぎ
ヂ
曾
議
。
召
集
準
備
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
訟
、
や
が
て
開
か
る
べ
き
曾
議
で
七
人
乃
至
九
人
D
委
員
を
任
命
し
て

仕
事
－
Z
さ
せ
る
が
、
そ
れ
ま
で
O
臨
時
措
置
と
し
て
、
現
曾
議
で
蓮
出
さ
れ
た
七
人
の
委
員
が
こ
れ
を
代
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
仕
事

と
い
う

σは
、
労
働
者
。
圏
結
構
に
・
だ
い
す
る
企
楽
家
の
あ
ら
ゆ
る
攻
撃
に
封
抗
措
置
を
講
じ
．
個
々
の
組
織
山
市
行
な
う
抵
抗
を
強
力
に
支
援

す
る
と
と
、
さ
ら
に
、
経
済
的
に
あ
ま
り
に
も
弱
い
地
位
に
あ
る
未
組
織
白
男
女
勢
働
者
。
組
織
化
に
努
力
し
、
そ
の
諸
組
織
を
援
助
す
る
こ

と
、
な
H

乙
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
ベ
ル

p
ン
努
働
組
合
合
議
の
結
果
と
し
て
事
蜜
上
す
で
に

「M
労
働
組
合
糟
委
員
曾
」

ハの
0
3
0
2
持。

5
・

自由出羽目。ロ

a
q
C何
者
向
円
宮
岳
民
岬

gv
が
誕
生
し
た
。
委
員
舎
は
た
だ
ち
に
カ
ー
ル
・
レ
ー
ギ
エ
シ
を
委
員
長
に
選
ん
で
括
動
を
開
始
し
、
問
労

働
組
合
の
賓
球
を
統
計
的
に
調
査
す
る
と
と
に
着
手
し
、
つ
い
で
機
関
紙
「
ド
イ
ツ
附
労
働
組
合
締
委
員
曾
」

（
は
じ
め
不
定
期
刊
、

の
ち
週

刊
）
を
護
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
八
九
一
年
一
月
二

O
日
第
一
瞬
が
刊
行
さ
れ
た
Q

さ
ら
に
糖
委
員
舎
は
、
や
が
て
開
か
る
べ
き
「
勢
働
組

合
曾
議
」

（の
0
4
3吋
宮
与
え
な
ぎ
ロ
ぬ
話
回
目
）
の
準
備
と
し
て
、
組
織
問
題
に
闘
す
る
草
案
乞
作
製
し
に
ο
そ
れ
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
縄

組
合
の
中
央
組
織
が
全
曲
胞
の
運
動
の
基
礎
と
な
る
o
関
係
。
ふ
か
い
職
績
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
す
る
中
央
連
合
曾
が
互
い
に
協
力
し
て
共
同

の
運
動
乞
展
開
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賃
銀
運
動
の
有
力
な
る
促
進
を
は
か
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
そ
こ
に
は
イ
ギ

F
ス
で
い

う
ク
ラ
l
フ
ト
・
ュ

1
－
オ
ン
（
職
業
別
組
合
）

Q
m吟

Z
E
oロ
白
考
え
方
に
立
つ
傾
向
が
郎
、
く
、
イ
ン
ダ
ス
E
h－－

H
ア
ル
・
ュ

l
ユ
オ
ン
ハ
産

業
別
組
合
）
吉
弘
己
目
丹
江
m
w
H
Z
口
問
。
ロ
の
考
え
方
か
ら
は
遠
い
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
ス
ト
援
助
を
ど
ん
な
組
織
で
や
る
か
に
つ
い
て

は
、
い
る
い
ろ
む
，
っ
か
し
い
問
題
が
生
じ
た
。
そ
の
営
時
は
ス
ト
が
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
た
O
で
、
援
助
組
織
白
決
定
が
緊
急
の
課
越
と
な
っ

r

た
の
は
営
然
で
あ
る
o

こ
れ
よ
り
先
、
一
位
曾
主
義
者
法
時
代
の
末
期
に
勢
働
者
階
載
の
勤
き
は
す
で
に
相
営
指
護
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
政
府

一
八
六
0
年
代

O
F
イ
ヴ
第
働
組
合
主
ヅ
シ
フ
ト
遺
制

〈下）

..L・
／、
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一
八
六
0
年
代
。
ド
イ
ツ
努
働
組
合
主
ヅ
ン
ア
ト
遺
制

一
八
八
九
年
一
月
一
日
か
ら
一
八
九
O
年
四
月
三

O
日
ま
で
O

一
年
四
ヶ
月
聞
に
ド
イ
ツ
で
合
計
一
二
九
回
、

（下〉

A

、日↓

」
／
行
v
↑

の
手
で
行
な
わ
れ
た
統
計
で
は
、

四
回
O
人
の
州
労
働
者
に
よ
っ
て
一
、

一
一
一
一
一
件
。
ス
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
八
七
件
で
は
完
全
に
、
ま
た
四
六
八
件
で
は
部
分

的
に
、
v労
働
者
の
要
求
が
遁
つ
℃
い
た
が
、
回
二

O
件
で
は
M
労
働
者
が
敗
れ
て
い
る
。
組
委
員
曾
は
一
八
九
O
年
一
一
月
か
ら
一
八
九
一
年
九

尽
ま
で
の
一
一
ケ
尽
聞
に
合
計
六
、
六

O
O人
が
参
加
し
た
三
一
件
一
リ
ス
ト
を
支
援
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
の
費
用
は
一
八
九
、

一
一
一
九
六
マ
ル
ク
に
蓮
し
て
い
る
。
し
か
も
一
八
九
一
年
に
入
っ
て
ド
イ
ツ
経
憐
界
は
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
、
各
組
合
の
自
殻
的
納
入
に
よ

る
糠
委
員
合
枚
入
は
減
少
し
た
。
か
く
し
て
、
こ
白
重
要
な
る
時
期
に
あ
た
っ
て
、
組
委
員
品
閣
は
ス
ト
援
助
と
い
う
極
め
て
困
難
な
開
騒
吃
嘗

面
し
た
わ
け
で
あ
る
。
勝
つ
べ
き
闘
争
も
組
委
員
会
の
財
力
不
足
の
た
め
に
負
け
る
こ
と
タ
超
っ
て
き
て
、
附
労
働
運
動
。
指
導
者
た
ち
の
あ
い

だ
に
も
悲
観
的
気
分
が
生
れ
て
き
た
。
す
な
む
ち
中
央
組
織
に
よ
る
ス
ト
援
助
は
、
そ
も
そ
も
可
能
性
に
乏
し
い
の
で
は
な
い
か
、
ひ
い
て
労

働
運
動
そ
の
も
の
タ
呆
し
て
幾
ば
く
の
成
功
の
見
込
み
を
も
っ
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
客
観
情
勢
は
極
め
て
不
利
な
観
察
を
興
え
河
川

J

ち

及
。
で
、
組
織
問
題
で
も
指
導
者
間
に
意
見
の
謝
立
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
欣
況
む
も
と
に
、
第
一
回
の
ド
イ
ツ
努
働
組
合
曾
議

（《凶ぬ円円山内
w

一戸時国凸
r
o
C
0
4
5「
討
の
め
宮
山
片
付
件
。
ロ
河
合
叫
由
〉
が
一
八
九
二
年
一
一
一
月
一
四
日
か
ら
一
八
日
ま
で
、
ハ
ル
パ

1
シ
ュ
グ
ッ
ト
ハ
出
色
ぴ
ゆ
円
伯
仲
白
円
山
岳

一
ヘ
九
一
年
九
月
七
・
八
雨
日
に
同
じ
く
ハ
ル
パ

l
シ
ェ
タ
ッ
ト
で
開
か
れ
た
努
働
組
合
合

議
は
グ
ヴ
エ
ル
ク
シ
ャ
フ
ツ
・
コ
ン
ブ
ェ
レ
ン
ツ
と
呼
ば
れ
た

Q

）
こ
の
一
八
九
二
年
の
合
一
議
は
、
も
ろ
も
ろ
の
組
織
を
統
一
し
て
有
効
な
ス

で
開
か
れ
る
と
と
に
な
っ
た
ο

ハ
こ
れ
よ
り
光
、

ト
援
助
を
行
な
っ
て
ゆ
く
に
は
い
か
に
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
を
完
全
に
解
決
し
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
組
織
問
題
を
討
議
す
る
う
ち

に
、
産
業
別
連
合
合

QMMm山口出昨門戸

2
0吋
g
P
3
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
、
金
属
議
働
者
た
ち
か
ら
出
て
き
た
。

一
八
九
一
年
、
す
で
に
産
業
別
組
合
た
る
金
属
問
労
働
組
合
一
一
結
成
し
て
い
る
。
）
そ
白
ほ
か
に
金
属
附
労
働
者
は
、
組
委
員
合
。
代
り
に
、
執
行

（
か
れ
ら
は

委
員
曾

2
5宮内円
Jquzs岳
5
乙

を
も
っ
叶
労
働
組
合
評
議
命
日
ハ
の
σ詩
句
宮
の
町
民
片
付
出
吋
即
時
）
を
結
成
す
ぺ
し
、
と
い
う
提
案
も
行
な
っ
た
。
こ

。
提
案
に
た
い
し
て
、
木
工
勢
働
者
（
出
己
注
門
官
官
弓
〉
は
、
や
は
り
職
業
関
心
中
央
連
合
曾
を
基
盤
と
し
て
や
っ
て
ゆ
く
方
針
を
主
張
し
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た
o

か
れ
ら
は
、
も
ち
む
り
ん
絹
械
の
職
業
に
な
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
D
蓮
合
舎
が
互
い
に
接
近
す
る
こ
と
陀
一
反
劃
は
し
な
か
っ
た
け
れ
E

も
、
こ
う
し
た
接
近
は
、
さ
し
あ
た
り
、
連
合
契
約
に
よ
っ
て
行
な
う
ぺ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
緊
密
な
提
携
は
、
こ
れ
を
急
激
に
行
な

う
こ
と
を
避
け
て
自
然
の
成
行
き
に
ま
か
せ
、
ゆ
る
い
テ
ン
ポ
で
進
む
方
が
よ
い
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
？
と
の
木
工
務
働
者
。
方

針
が
一
四
八
票
封
一
一
一
七
票
（
一
一
票
は
保
m
問
、

一
一
一
票
は
代
議
員
欠
席
）
で
採
揮
さ
れ
た
。
か
く
し

τ、
こ
の
合
議
で
は
組
委
員
舎
の
存
績
が

可
決
さ
れ
た

Q

と
の
討
議
に
沿
い
て
金
居
間
労
働
者
の
よ
う
に
、
典
型
的
な
近
代
産
業
の
附
労
働
者
と
し
て
大
資
本
の
攻
勢
に
直
面
し
て
い
る
人
た

ち
と
、
古
く
か
ら
D
職
業
別
組
合
の
ワ
ク
の
な
か
で
依
然
と
し
て
考
え
て
い
る
大
部
分
。
労
働
者
と
の
あ
い
だ
に
横
た
わ
る
意
識
の
相
違
が
一
部

さ
れ
て
い
る
と
と
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
ず
な
b
ち
ハ
ル
パ
l
シ
ュ
グ
ッ
ト
曾
議
で
は
、
組
織
問
題
に
つ
い
て
も
、
一
熟
練
を
要
す
る
職
樟
に

従
事
す
る
勢
働
者
の
組
織
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
別
組
合
を
中
心
と
し
て
組
合
運
動
を
展
開
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
問
。
職
場
の
不
熟
練
労
働

者
を
も
ふ
口
め
、
さ
ら
に
密
接
関
係
に
あ
る
熟
椋
職
種
の
努
働
者
と
も
一
緒
に
な
っ
て
一
組
織
を
結
成
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
論
黙

住
民

と
ぽ
り
、
結
局
、
前
者
。
立
場
が
栢
封
多
数
を
も
っ
て
採
揮
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

八

ド
イ
ツ
で
は
、
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
に
、
ツ
シ
フ
ト
遺
制
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
存
績
し
、
そ
の
た
め
に
、
古
い
停
統
を
も
っ
職
種

で
は
司
新
た
に
附
労
働
運
動
が
起
っ
て
く
る
一
八
六

0
年
代
以
降
に
沿
い
て
も
、
職
人
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
。

「
職
人
」

（
ゲ
ゼ
レ
〉
と

い
う
言
葉
が
、
二
十
世
記
に
入
っ
て
ま
で
ド
イ
ツ
で
愛
用
さ
れ
た
こ
と
も
、
と
う
し
た
事
情
を
か
え
り
み
る
と
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
よ
う
。

近
代
的
た
附
労
働
組
合
の
結
成
に
向
っ
て
努
力
し
た
先
魔
者
た
ち
は
、
ま
や
、
そ
の
よ
う
な
「
職
人
」
に
近
代
的
な
「
弊
働
者
L

と
し
て
の
自
費

を
も
に
せ
て
努
働
組
合
巴
加
入
さ
せ
る
こ
と
に
骨
折
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
白
先
費
者
た
ち
が
、
ツ
シ
フ
ト
遺
制
と
し
て
の
イ

詐
句

ヌ
シ
グ
の
存
槙
乞
は
か
る
親
方
や
職
人
と
白
あ
い
だ
に
、
激
し
い
．
闘
争
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
事
賓
も
、
す
で
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
o
か
く
し
て

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
努
働
組
合
正
ツ
V

フ
ト
遺
制

（下）

六
五
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一
八
六
O
伊
代
の
ド
イ
ツ
第
働
組
合
と
岬
ノ
ジ
フ
ト
遺
制

（下）

ムハムハ

ツ
シ
フ
ト
遺
制
が
近
代
的
問
労
働
組
合
運
動
の
韓
民
に
た
い
し
て
も
つ
マ
イ
ナ
ス
の
酉
は
、
た
し
か
に
ネ
ス
ト
リ

1
．フケ
D
指
摘
し
た
、
通
り
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
ネ
ス
ト
リ
1
プ
ケ
は
、

「
ツ
シ
フ
ト
的
な
職
人
組
合
0
時
間
法
」
と
彼
が
呼
ぶ
と
こ
る
の
も
の
の
歴
史
的
な
意
義
乞
あ
ま
り
に

小
さ
く
評
債
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
伎
は
、
す
で
に
本
稿
の
初
め
に
か
え
り
み
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
碕
庄
が
労
働
組

合
運
動
に
た
い
し
て
損
じ
た
役
割
の
、
プ
ラ
ー
ス
の
百
七
包
全
く
否
定
し
去
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
o
し
か
し
な
が
ち
殺
に
よ
れ
ば
、
労
働
組
合
運

動
は
、
こ
れ
ら
の
残
涯
か
ら
は
「
軍
に
わ
や
ノ
か
ば
か
り
」
助
成
さ
れ
た
に
す
ぎ
友
い
。
職
人
運
動
の
飴
波
と
碕
一
位
と
に
よ
ろ
附
労
働
組
合
の
促
進

l土、

「
大
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
口
な
る
ほ
ど
、
プ
ー
ド
ル
プ
＠
ブ
ラ
ウ
ン
の
よ
う
に
ツ
ン
フ
ト
的
な
職
人
の
相
瓦
扶
助
組
織

が
近
代
的
持
働
組
合
の
結
成
に
た
い
し
て
も
っ
．
7

ラ
ス
の
面
だ
け
乞
強
調
す
る
の
は
片
手
落
ち
で
あ
り
Q

が
、
ネ
ス
ト
リ
1
．7
ケ
の
見
解
は
、
す

く
な
く
と
も
共
済
組
合
や
金
庫
制
の
評
慣
に
お
い
て
過
小
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
ド
イ
ツ
の
間
労
働
組
合
が
一
八
六

0
年
代
か
ら
、
あ
の
よ
う

に
種
展
し
え
た
理
由
は
、
決
し
て
ツ
ン
フ
ト
遺
制
的
な
共
済
金
庫
制
の
み
に
踊
せ
ら
る
ぺ
き
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
産
業
の
強
展
と
い
う
基
本
的

保
件
。
成
立
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
る
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
‘
ネ
ス
ト
ザ

I
プ
ケ

οよ
う
に
、
労
働
組
合
運
動
は
共
掛
金
庫

制
か
ら
「
単
に
わ
や
か
ば
か
り
」
助
成
さ
れ
た
の
で
は
決
し
て
な
山
っ
た
。
金
権
制
が
ド
イ
ツ
の
近
代
的
指
働
組
合
の
設
展
に
た
い
し
て
も
ハ

J

意
義
を
、
私
は
か
な
り
高
く
評
慣
し
た
い
と
思
う
o

さ
ら
に
プ
ラ
ウ
シ
も
、
ネ
ス
ト
リ

i
プ
ケ
も
、
ド
イ
ツ
の
弊
働
組
令
運
動
が
、
す
く
な
く

と
も
一
八
六

0
年
代
に
沿
い
て
、
典
型
的
な
近
代
エ
業
。
労
働
者
乞
主
た
る
措
い
手
と
せ
や
、
む
し
ら
主
と
し
℃
、
古
く
か
ら
ノ
手
工
業

ω停

統
を
も
っ
職
種
の
い
わ
ゆ
る
「
職
人
」
た
ち
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
事
変
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
注
意
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
私
が
「
職
人
」
と
諒
し
た
と
こ
る
の
も
の
が
、
本
質
的
に
は
ツ
シ
フ
ト
時
代
の
そ
れ
で
な
く
、
す
で
に
「
労
働
者
」

に
輔
落
し
に
も
の
で
あ
る
ζ

と
は
、
さ
き
に
趨
ペ
た
遁
り
で
あ
る

G

も
ち
ら
ん
、
犬
資
本
の
も
と
で
働
く
近
代
的
な
機
械
製
造
工
の
教
は
、
ア

1
ド
ル
フ
・
ウ
ェ

1
メ

l
の
「
ド
イ
ツ
の
経
掛
生
活
」

こ
九
四
九
年
列
）

に
よ
る
と
、

一
八
六
一
年
に
な
い
で
ド
イ
ツ
全
鵠
で
五
一
、

0
0

O
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
か
れ
ら
の
大
部
分
は
却
ヲ
℃
市
民
的
な
ヒ
ル
シ
ュ
や
ド
ウ
ン
カ
ー
た
ち
の
提
唱
す
る
第
思
組
合
運
動
の
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agriculture: development of commercialized agriculture. 

Deul:sche 6ewerkschaf~en und die Reste des Zunftwesens 

in den 60er Jahren desl9. Jahrhunderts (2) 

von E. Kobayashi 

Trotz der Einfiihrung der Gewerbefreiheit biieben in Deutschland die 

Reste des Zunftwesens noch in den 60er Jahren des 19. Jahrhunderts iibrig. 

Lieber wurde das Wort ,,Geselle"--.nattirlich nicht als Geselle in der Zunft

zeit, sondern als ,,technisch gebildeter Arbeiter---gebraucht. Wir finden 

oft in den damaligen Schriften die Innung und Herberge und ihre Einwirkungen 

auf die Gewerkschaftsbewegung. Es diinkt mich, dass auch die Unterstut

zungskasse die wichtige und gtinstige Rolle in der modernen Gewerkschafts

organisation spielte. Die bisherigen Forscher gaben nicht genug Achtung auf 

die Tatsache, dass die deutsche Gewerkschaftsbewegung hauptsachiich von 

den ,,Gesellen'' d2r frtiheren ztinftigen Berufe getragen wurde. Diese Tatsache 

pragte in die damalige deutsche Gewerkschaftsorganisation den Charakter 

des trade union, nicht des industrial union, ein. 
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